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　〝暑さ寒さも彼岸まで〟と言われているとおり、季節は秋へと移り変わり、大雪山系旭岳からは冬の便り
が届きました。自然界は年々勢力を増し各地に大きな被害をもたらしています。
　千葉県の大規模な停電は、昨年の北海道が思い出されます。また、台風19号による豪雨で甚大な被害
が各地でありました。1日でも早く日常生活がとり戻せることを願っております。
　さて今回は令和時代になり、気になるニュースベスト5を考えてみました。
　1．消費税増税の対応　2．あおり運転　3．東京オリンピックの代表選手選考
　4．自然災害　5．教育費の無償化
　皆様はいかがでしょうか？
　後援会だより53号を発行するにあたり取材のご協力ありがとうございました。
　次号は2020年3月末日を予定しております。� （M.M）
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本
年
度
の
第
1
回
目
と
な
る
保
護
者
懇
談
会
を
6
月
1
日
（
土
）、

本
学
プ
レ
ア
ホ
ー
ル
を
会
場
に
開
催
し
、
1
0
8
組
（
1
5
2
人
）

の
保
護
者
の
方
々
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。
冒
頭
の
全
体
説
明

に
お
け
る
猪
狩
会
長
の
挨
拶
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

本
日
は
大
変
お
忙
し
い
な
か
保
護
者
懇
談
会
に
ご
出
席
い
た
だ
き
ま

し
て
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

ま
た
日
頃
よ
り
後
援
会
の
活
動
に
ご
理
解
・
ご
協
力
賜
り
厚
く
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
年
は
元
号
が
平
成
か
ら
令
和
に
変
わ
っ
て
初
め
て
の
保
護
者
懇
談

会
に
な
り
ま
す
。

　

先
ほ
ど
後
援
会
の
総
会
で
昨
年
度
の
決
算
報
告
及
び
今
年
度
の
事
業

計
画
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
こ
と
を
ご
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

札
幌
大
学
の
後
援
会
は
平
成
元
年
に
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
保
護

者
懇
談
会
は
平
成
18
年
度
に
保
護
者
の
皆
様
と
大
学
と
の
相
互
理
解
を

よ
り
一
層
深
め
る
た
め
に
設
立
さ
れ
後
援
会
の
大
き
な
柱
と
な
っ
て
い

ま
す
。
札
幌
会
場
を
皮
切
り
に
釧
路
・
帯
広
・
北
見
・
旭
川
・
苫
小
牧
・

函
館
・
青
森
で
行
っ
て
い
ま
す
。
大
学
が
現
在
行
っ
て
い
る
「
教
育
」

や
「
進
路
指
導
の
取
り
組
み
」
な
ど
教
職
員
の
方
々
が
直
接
皆
様
に
お

話
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
又
皆
様
方
か
ら
も
大
学
へ
の
ご
意
見
・
ご
要

望
を
お
聞
き
し
て
そ
れ
を
反
映
さ
せ
て
い
く
貴
重
な
機
会
と
捉
え
て
い

ま
す
。
何
卒
忌
憚
の
な
い
ご
意
見
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

ま
た
後
援
会
は
学
生
へ
の
「
支
援
事
業
」
と
し
て
「
札
幌
大
学
奨
学

金
制
度
」「
学
外
研
修
援
助
金
制
度
」「
資
格
取
得
等
援
助
金
制
度
」
へ

の
資
金
援
助
や
「
課
外
活
動
に
お
け
る
全
国
大
会
出
場
時
の
遠
征
費
補

助
」
や
「
大
学
祭
・
文
連
祭
へ
の
援
助
」
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ

れ
ら
の
活
動
は
年
2
回
「
後
援
会
だ
よ
り
」
を
発
行
し
て
皆
様
に
お
伝

え
し
て
い
ま
す
。

　

皆
様
ご
承
知
の
よ
う
に
大
学
を
取
り
巻
く
環
境
は
大
変
厳
し
い
も
の

が
あ
り
ま
す
。
大
学
も
改
善
・
改
革
の
ス
ピ
ー
ド
を
上
げ
て
い
ま
す
。

特
に
中
長
期
構
想・み
ら
い
フ
ロ
ン
テ
イ
ア・プ
ラ
ン
を
掲
げ
時
代
に
あ
っ

た
教
育
の
質
の
向
上
や
専
攻
の
見
直
し
等
を
行
い
、
社
会
に
お
役
立
ち

で
き
る
人
材
養
成
に
注
力
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
今
ま
で
の
経
験
を
活

か
し
た
札
幌
大
学
オ
リ
ジ
ナ
ル
教
育
な
ど
を
教
職
員
全
員
参
加
で
取
り

組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
重
ね
て
ご
支
援
・
ご
協
力
を
お
願

い
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

後
援
会
と
し
て
は
、
お
子
様
が
勉
学
や
課
外
活
動
等
を
通
じ
て
充
実

し
た
大
学
生
活
を
過
ご
し
立
派
に
社
会
に
巣
立
っ
て
い
き
ま
す
よ
う
に
、

ま
た
保
護
者
の
皆
様
も
お
子
様
を
札
幌
大
学
に
進
学
さ
せ
て
本
当
に
良

か
っ
た
と
ご
満
足
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
に
こ
れ
か
ら
も
大
学
と
一
緒
に

な
っ
て
一
所
懸
命
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

最
後
に
皆
様
の
ご
健
勝
・
ご
多
幸
を
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
挨
拶

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

本
日
は
ご
出
席
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

�

札
幌
大
学
後
援
会　

会
長　

猪
狩
哲
夫

後
援
会
か
ら

「
学
生
生
活
を
サ
ポ
ー
ト
す
る

数
々
の
支
援
事
業
を
継
続
展
開
！
」

　

平
成
元
年
に
発
足
し
た
後
援
会
で
す
が
、
時
代
は
移
り
変

わ
っ
て
令
和
と
な
り
、
新
元
号
の
も
と
、
初
の
総
会
開
催
に
至

り
ま
し
た
。
保
護
者
の
皆
さ
ま
の
関
心
も
高
ま
る
な
か
、
先
ず

平
成
30
年
度
の
活
動
報
告
が
な
さ
れ
、
続
い
て
決
算
報
告
お
よ

び
監
査
報
告
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
こ

れ
に
対
し
、
ご
出

席
の
保
護
者
の
皆

さ
ま
か
ら
満
場
一

致
で
ご
承
認
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

そ
の
後
さ
っ
そ

く
、
令
和
元
年
度

事
業
計
画
（
案
）

と
収
支
予
算
（
案
）

を
発
表
。
新
た
に

設
定
し
た
学
生
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
対
応

費
、
ベ
ネ
ッ
セ
i

キ
ャ
リ
ア
適
性
検

　

平
成
か
ら
令
和
へ
と
元
号
が
変
わ
っ
た
今
春
。
新
時
代

を
迎
え
た
後
援
会
は
、
今
年
も
6
月
1
日
（
土
）
の
「
後

援
会
総
会
」
の
開
催
を
期
に
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
大
学

と
後
援
会
の
共
催
に
よ
る
「
保
護
者
懇
談
会
」
も
同
日
に

開
催
さ
れ
、
お
子
様
の
学
生
生
活
や
修
学
状
況
に
つ
い
て
、

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
教
員
か
ら
保
護
者
の
皆
さ
ま
へ
詳
し
い
説

明
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
後
援
会
は
今
後
も
大
学
と
保
護
者

の
皆
さ
ま
を
結
び
、
学
生
を
力
強
く
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
く

所
存
で
あ
り
、
今
号
で
は
そ
の
第
一
報
を
お
届
け
し
ま
す
。

「
学
生
の
修
学
状
況
と
、
気
に
な
る
就

職
状
況
に
つ
い
て
、
詳
し
い
説
明
を

実
施
」日時

／
令
和
元
年
6
月
1
日
（
土
）
13
時
～

会
場
／
札
幌
大
学
プ
レ
ア
ホ
ー
ル（
2
3
0
1：
2
号
館
3
階
）

平
成
30
年
度
の
事
業
報
告
と

令
和
元
年
度
の
事
業
計
画
を
発
表
、

『
後
援
会
』も
新
時
代
を
迎
え
ま
し
た
。

日
時
／
令
和
元
年
6
月
1
日
（
土
）
11
時
～

会
場
／
札
幌
大
学
2
2
0
4
教
室

査
の
援
助
を
加
え
、
課
外
活

動
や
奨
学
金
、
研
修
会
お
よ

び
資
格
取
得
奨
励
援
助
金
な

ど
の
継
続
事
業
に
つ
い
て
ご

承
認
を
い
た
だ
き
、
後
援
会

も
新
た
な
ス
タ
ー
ト
を
切
り

ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
事
業
に

つ
い
て
、
来
年
度
の
総
会
で
、

そ
の
成
果
を
ご
報
告
し
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。
多
く
の

保
護
者
の
皆
さ
ま
の
ご
出
席

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

「
援
助
金
を
大
学
に
贈
呈
し
ま
し
た
」

　

総
会
に
続
い
て
ご
承
認
い
た
だ
い
た
令
和
元
年
度
事
業
計
画

に
も
と
づ
き
援
助
金
を
大
学
側
へ
贈
る
「
贈
呈
式
」
を
、
挙
行
。

猪
狩
哲
夫
後
援
会
会
長
か
ら
鈴
木
淳
一
学
長
へ
援
助
金
の
目
録

を
贈
呈
し
ま
し
た
。
目
録
を
受
け
取
っ
た
鈴
木
学
長
は
、
御
礼

の
挨
拶
で
「
学
生
の
修
学
、
生
活
、
就
職
を
支
援
す
る
た
め
、

有
意
義
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
」
と
述
べ
、
盛
大
な
拍

手
と
と
も
に
贈
呈
式
は
無
事
終
了
し
ま
し
た
。

平成30年度事業活動及び令和元年度事業計画
平成30年度事業活動 平成30年度札幌大学後援会決算書

令和元年度事業計画
　札幌大学後援会では、在学生を支援の主たる対象とし、各種支援事業を令和元年度も継続して
まいります。主な事業計画は次のとおりです。
　 ①後援会総会の開催（後援会活動活性化の観点から保護者懇談会との同日開催）、②札幌大学
との共催による保護者懇談会の開催（会議費、旅費交通費等の運営経費を補助）、③学生への
経済的支援、（1）課外活動への援助金（全国大会等へ参加する部員への遠征費補助、文化系サー
クルの活動費を補助）、（2）学生ボランティア対応費の補助（災害ボランティア活動等に必要な
経費を補助）、（3）学外研修への援助金（国内外の宿泊研修、臨地研修等への参加者への資金）、
（4）資格取得・受験対策への援助金（資格取得者への援助金）、（5）ベネッセアイキャリア適正
検査の援助（新規事業として補助）、（6）札幌大学奨学金制度への援助金（成績優秀者に対す
る奨学金資金の援助、経済的困窮度を重視した生活支援奨学金の援助）、（7）学生用図書費へ
の援助金（選書ツアー用図書費の資金）、（8）表彰　全国大会等に準ずる大会等で優秀な成績
を収めた者を規程に基づき表彰する、（9）その他の援助（卒業記念祝賀会に対する援助、大学
院生に対する援助、大学祭・文連祭に対する援助、入学及び卒業記念品に対する援助他）、
④地域貢献活動への援助金（めぇ～ずの活動資金を補助）、⑤広報活動（『後援会だより』の発行）

（1）会費納入状況
　①第1種会員：2,672人、加入率　96.3％
　　【大学：2,601人、加入率　96.3％　大学院：10人、加入率　83.3％　短大：61人、加入率　96.8％】
　②第2種会員：38人
　③第3種会員：なし

（2）補助事業
　①課外活動への補助　補助金交付団体及び補助金額は次の一覧のとおり。
（平成31年3月末現在） 単位：円

交付団体名 大会名 支出金額
空手道部 第62回全日本学生空手道選手権大会 12,000

弓道部
第66回全日本学生弓道選手権大会

234,000
第49回全日本学生弓道遠的選手権大会

剣道部
第66回全日本学生剣道優勝大会 120,000

第37回全日本女子学生剣道優勝大会 108,000

硬式庭球部
全日本学生テニス選手権大会（男子86回/女子62回） 45,000

平成30年度全日本学生室内テニス選手権大会 33,000

ゴルフ部 2018年度（第72回）日本学生ゴルフ選手権競技 15,000

サッカー部
第54回全国社会人サッカー選手権大会 162,000

平成30年度第67回全日本大学サッカー選手権大会 300,000

女子サッカー部
第27回全日本大学女子サッカー選手権大会 288,000

第19回大学女子サッカー地域対抗戦2019 90,000

柔道部

平成30年度全日本学生柔道優勝大会 114,000

平成30年度全日本ジュニア柔道体重別選手権大会 9,000

平成30年度全日本学生柔道体重別選手権大会 117,000

準硬式野球部
第70回全日本大学準硬式野球選手権大会 342,000

第36回全日本大学9ブロック対抗準硬式野球大会 60,000

女子バドミントン部 第69回全日本学生バドミントン選手権大会 150,000

男女バドミントン部 第6回全日本学生バドミントンミックスダブルス選手権大会 36,000

スケート部 第91回日本学生氷上競技選手権大会 192,000

卓球部

第88回全日本大学総合卓球選手権大会・団体の部 144,000

第85回全日本学生大学総合卓球選手権大会（個人の部） 81,000

平成30年度全日本卓球選手権大会（一般・ジュニアの部） 9,000

チアリーディング部 第30回全日本学生チアリーディング選手権大会 27,000

男子バレーボール部
第37回東日本バレーボール大学選手権大会 228,000

第71回秩父宮賜杯全日本バレーボール大学男子選手権大会
ミキプルーンスーパーカレッジバレー2018 189,000

ハンドボール部

平成30年度東日本学生ハンドボール選手権大会 288,000

平成30年度全日本学生ハンドボール選手権大会 171,000

北海道学生選抜チーム第7回欧州遠征 216,000

ラグビー部 第69回全国地区対抗大学ラグビーフットボール大会 270,000

陸上競技部

第40回北日本学生陸上競技対校選手権大会 360,000

第87回日本学生陸上競技対校選手権大会 90,000

第34回U20日本陸上競技選手権大会 24,000

X-SPORTS部

Psa�asia�Pro�Tour�TBinc�CUP　プロ戦・プロアマ戦 9,000

FISテレマークスキーワールドカップ・世界ジュニア選手権 33,000

第25回全日本スキー選手権大会スノーボード競技：ハーフパイプin郡上
Freestyle�Session�in�X-Jam
全日本スノーボード選手権　ハーフパイプ
高鷲スーパーパイプセッション

18,000

Freestyle�Session�in�X-Jam
第37回JSBA全日本スノーボード選手権
Washigatake�Sloprstyle�Session

39,000

FIS公認JSBA全日本選手権大会・FISジュネス栗駒CUP/PSA�ASIA石井防水CUP 12,000

震災ボランティア
平成30年度震災ボランティア 75,000

厚真町震災ボランティア 51,000

稲邉　雄大
第52回宮様チャリティーボウリング大会 12,000

第57回全日本ボウリング選手権大会 15,000

21団体 小　計　　　4,788,000

交付団体名 文化系サークルの主な活動内容 支出金額
アニメーション部 アニメーション作成 50,000

アビーロード音楽研究部 合同ライブ 50,000

アマチュア無線部 道内のアマチュア無線家との交流 50,000

ジャズ研究会 合宿と定期演奏会 50,000

映画研究会 自主制作映画の撮影 50,000

自然保護研究会 意見交換会の記録 50,000

写真部 卒業記念写真展 50,000

文芸部 ポストカードを作成 50,000

料理同好会 地域のお祭りに参加 50,000

9団体 小　計　　　450,000

課外活動への補助金合計　5,238,000円

　②札幌大学奨学金他への援助�...............................................................................10,000,000円
　③札幌大学学外研修援助金�....................................................................................2,000,000円
　④札幌大学資格取得等奨励援助金�...........................................................................1,000,000円
　⑤入学記念品及び卒業記念品援助金�...........................................................................500,000円
　⑥札幌大学大学祭・文連祭への補助金�........................................................................200,000円
　⑦学生用図書費の援助�..........................................................................................1,000,000円
　⑧学生表彰�......................................................................................................................0円
　⑨卒業記念祝賀会への補助金�.................................................................................1,000,000円
　⑩大学院生への援助�..................................................................................................50,000円
　⑪札幌大学保護者懇談会に係る旅費への補助金�.............................................................623,100円
　⑫札幌大学地域スポーツ・文化総合型クラブへの補助金�.................................................100,000円
 補助費支出合計　21,711,100円

（3）【保護者懇談会について】平成30年度　保護者懇談会実施
開催地 会　場 開　催　日
札　幌 ①札幌大学  　　　6月� 2日（土）

北　見 ③ホテルロイヤル北見  　　　9月� 1日（土）

旭　川 ④アートホテル旭川  　　　9月� 2日（日）

釧　路 ⑤ホテルクラウンヒルズ釧路 【中止】9月� 8日（土）

帯　広 ⑥ホテルグランテラス帯広 【中止】9月� 9日（日）

札　幌 ②札幌大学 【中止】9月15日（土）

青　森 ⑦ホテルJALシティ青森 【中止】9月23日（日）

函　館 ⑧ホテル法華クラブ函館 【中止】9月24日（月）

苫小牧 ⑨グランドホテルニュー王子 【中止】9月30日（日）
9月8日（土）から9月30日（日）の地方会場の実施については、胆振東部地震の発生に
より、中止となりました。

（4）【広報活動について】 「後援会だより」を10月30日、3月31日付けの年2回発行

（5）札幌大学後援会総会 日時：平成30年6月2日（土）　場所：札幌大学　2204教室

（6）札幌大学後援会役員会 〈第1回〉日時：平成30年5月22日（火）　場所：札幌大学　第1会議室
 〈第2回〉日時：平成30年6月 2日（土）　場所：札幌大学　第1会議室

平成30年度収支計算書（自平成30年4月1日　至平成31年3月31日） 単位：円
科　　目 予　　算 決 算 額 増 ・ 減

収入の部
前年度繰越金 60,035,395 60,035,395 0
第一種会員会費 27,750,000 26,730,000 △1,020,000
第二種会員会費 135,000 117,000 △18,000
第三種会員会費 0 0 0
利息 1,000 672 △328
基金取崩収入 0 0 0
雑収入 0 50,000 50,000

合　　計 87,921,395 86,933,067 △988,328
支出の部
基金充当金 0 0 0
補助費 22,620,000 21,711,100 △908,900
消耗品費 70,000 19,008 △50,992
旅費交通費 450,000 226,510 △223,490
印刷費 1,100,000 987,768 △112,232
通信費 900,000 788,390 △111,610
支払手数料 30,000 6,966 △23,034
会議渉外費 1,820,000 662,559 △1,157,441
予備費 200,000 0 △200,000
預り金支出 0 13,000 13,000

小　　計 27,190,000 24,415,301 △2,774,699
当年度収支差額（次年度繰越金） 60,731,395 62,517,766

合　　計 87,921,395 86,933,067 △988,328

平成30年度資産（現預金）・基金内訳表（平成31年3月31日現在） 単位：円
勘定科目 前年度繰越金 3月末 増　　減

《資産の部》
現金（事務局保管） 20,709 29,798 9,089
普通預金（北海道銀行西岡） 43,689,938 46,103,513 2,413,575
普通預金（北洋銀行豊平） 16,324,748 16,384,455 59,707
基金（北海道銀行西岡） 21,000,000 21,000,000 0
基金（北洋銀行澄川） 0 0 0

資産合計 81,035,395 83,517,766 2,482,371
《基金の部》
基金（北海道銀行西岡） 21,000,000 21,000,000 0
基金（北洋銀行澄川） 0 0 0

収支差額（次年度繰越金） 60,035,395 62,517,766 2,482,371
基金合計 81,035,395 83,517,766 2,482,371

令和元年度収支予算
収入の部 単位：円

科　　目 平成30年度決算 令和元年度予算額 増減額（決算額比） 摘　　要
前年度繰越金 60,035,395 62,517,766 2,482,371
第1種会員会費 26,730,000 27,970,000 1,240,000 10,000円×2,797人＝27,970,000
第2種会員会費 117,000 120,000 3,000 3,000円×40口
第3種会員会費 0 0 0
受取利息 672 1,000 328
基金取崩収入 0 0 0
基金取崩収入 0 0 0
雑収入 50,000 0 △50,000

合　　計 86,933,067 90,608,766 3,675,699

支出の部 単位：円
科　　目 平成30年度決算 令和元年度予算額 増減額（決算額比） 摘　　要

基金充当金 0 0 0

補助費 21,711,100 22,500,000 788,900

札幌大学奨学金援助金
課外活動補助金・卒業記念祝賀会援助金・大学院生への援助金・
大学祭・文連祭に対する援助金・入学記念品及び卒業記念品援助金
学外研修援助金・資格取得等奨励援助金
学生用図書費の援助
表彰
保護者懇談会（大学分旅費）
地域貢献費（札幌大学地域スポーツ・文化総合型クラブ）
ベネッセキャリア適正検査援助
学生ボランティア対応費

消耗品費 19,008 60,000 40,992
事務用消耗品
コピー用紙

旅費交通費 226,510 450,000 223,490 役員会、保護者懇談会（地方）

印刷費 987,768 1,100,000 112,232

封筒作成
会報作成（後援会だより）
印字
その他印刷

通信費 788,390 900,000 111,610
後援会だより発送作業・発送費2回分、会費納入案内
役員会、総会案内・保護者懇談会等の案内他

支払手数料 6,966 20,000 13,034 会費納入振込手数料・業者への振込手数料

会議渉外費 662,559 1,820,000 1,157,441
役員会会議費、総会・札幌会場保護者懇談会参加者昼食費、地方会場費
祝儀等

予備費 0 200,000 200,000
預り金支出 13,000 0 △13,000

小　　計 24,415,301 27,050,000 2,634,699
次年度繰越金 62,517,766 63,558,766

合　　計 86,933,067 90,608,766

保護者懇談会では就職
をはじめ、さまざまな
ご質問やご相談にも 
お応えしております。
地方の方は参加し易い
主要都市での開催に 
是非ともご参加下さい。

【
令
和
元
年
度
　
札
幌
大
学
後
援
会
総
会
と
保
護
者
懇
談
会
を
開
催
！
】

新
時
代
を
迎
え
、
後
援
会
も

新
た
な
ス
タ
ー
ト
を
切
り
ま
し
た
！

参加された保護者の声

■全体説明の内容について
◦�学生の就職活動の話が参考になりました。
◦�聞きたい、気になっていた事が資料に書かれて
いたので理解できました。プラス説明もあった
ので大変理解が進みました。

◦�4年生の学生のお話が大変興味深かったです。
実体験の説明だったので3年後の姿を知る事が
でき、有意義でした。

■個別懇談での説明・対応について
◦�むすめの成績がわかりよかったです。
◦�とてもとても良かったです。わかりやすく説
明して頂き感謝！！

◦�不明な点など親身に回答して頂きました。出
席して本当に良かったです。

◦大学内での様子がわかるので助かります。

い
て
ご
理
解
い
た
だ
く
こ
と
で
、
学
生
、
大
学
、
保
護
者
が
一
丸

と
な
っ
て
未
来
を
切
り
開
い
て
い
く
こ
と
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

続
い
て
、「
札
幌
大
学
ト
ピ
ッ
ク
ス
」。
こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
札

大
の
近
況
を
学
生
た
ち
が
報
告
す
る
と
い
う
も
の
で
、
今
回
は

「
私
の
学
生
生
活
」
と
題
し
て
、
地
域
創
生
専
攻
4
年
生
の
大

川
純
佳
さ
ん
か
ら
レ
ポ
ー
ト
が
あ
り
ま
し
た
。
札
幌
大
学
ユ
ニ

セ
フ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
札
大
U
─
N
E
T
）
に
所
属
し
、
世
界

中
の
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
街
頭
募
金
活
動
を
行
っ
た
こ
と
、

さ
ら
に
「
札
幌
大
学
の
魅
力
を
高
校
生
に
伝
え
る
」
こ
と
を
目

的
に
組
織
さ
れ
た
S
U
─
k
i
p
ス
タ
ッ
フ
の
一
員
と
な
り
、

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
に
参
加
し
た
高
校
生
を
お
も
て
な
し
し

た
活
動
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
こ
う
し
た
経
験
を
経
て
大
川
さ

ん
は
、
募
金
し
て
い
た
だ
い
た
方
々
、
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
に

参
加
し
た
高
校
生
か
ら
、「
あ
り
が
と
う
」
の
言
葉
を
い
た
だ
き
、

大
変
感
激
し
た
と
述
べ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
普
段
の
学
生
生
活

で
は
経
験
で
き
な
い
、
企
業
・
団
体
、
地
域
住
民
の
皆
さ
ま
と

交
流
す
る
機
会
を
得
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
養
う

こ
と
が
で
き
た
と
、
そ
の
成
果
を
発
表
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
大
学
進
学
を
検
討
し
て
い
る
お
子
さ
ま
を
持
つ
保

護
者
の
方
々
と
の
面
談
や
、
本

学
で
学
ん
で
い
る
学
生
の
保
護

者
の
方
々
と
の
個
別
面
談
の
場

を
設
け
、
熱
心
な
話
し
合
い
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

総
会
お
よ
び
保
護
者
懇
談
会

は
盛
況
の
う
ち
に
無
事
閉
会
。

次
年
度
も
一
人
で
も
多
く
の
保

護
者
の
皆
さ
ま
に
ご
出
席
い
た

だ
け
ま
す
よ
う
後
援
会
で
は
早

く
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

後
援
会
総
会
と
同
日
、
札
幌
大
学
プ
レ
ア
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、

保
護
者
懇
談
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
鈴
木
学
長
、
猪
狩
会
長

の
挨
拶
に
続
き
、
瀧
元
副
学
長
か
ら
「
大
学
の
新
た
な
教
育
方

針
と
学
生
生
活
に
つ
い
て
」
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
引
き
続
き
、

「
就
職
状
況
」
に
関
す
る
ご
報
告
。
こ
れ
は
、
保
護
者
の
皆
さ

ま
が
も
っ
と
も
関
心
を
寄
せ
る
分
野
だ
け
に
、
詳
し
い
説
明
と

対
応
策
が
話
し
合
わ
れ
ま
し
た
。
小
山
副
学
長
よ
り
、
来
年
度

以
降
の
傾
向
と
対
策
が
発
表
さ
れ
、
お
子
様
が
キ
ャ
リ
ア
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
を
有
効
利
用
す
る
よ
う
促
し
て
い
た
だ
き
た

い
こ
と
や
、
保
護
者
の
皆
さ
ま
に
こ
れ
か
ら
の
就
職
事
情
に
つ

編
集
後
記

猪狩会長（右）から鈴木学長（左）に援助金目録を贈呈

後援会総会の様子

保護者懇談会の様子

札幌大学後援会だより（1）第53号 2019年10月30日 札幌大学後援会だより 第53号（4）2019年10月30日



平
成
30
年
度
卒
業
生
の
求
人
状
況
・
就
職
状
況
・
本
年
度
の
現
況

●
テ
ー
マ
は
星
を
意
味
す
る
「
ア
ス
タ
ー
」

Q　
辻
さ
ん
は
、
昨
年
度
も
い
ち
ス
タ
ッ
フ
と
し
て

参
加
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
今
年
は
実
行
委
員
長
と

い
う
こ
と
で
、
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
は
あ
り
ま
し
た
か
？

辻　
や
は
り
あ
り
ま
し
た
ね
。
14
人
の
委
員
の
ほ
か
に
、

各
サ
ー
ク
ル
か
ら
代
表
で一人
ず
つ
実
行
委
員
と
し
て
参
加

し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
の
で
、
多
く
の
人
を
ま
と
め
な
け
れ

ば
な
ら
ず
、
そ
こ
が
難
し
い
と
こ
ろ
で
し
た
。
私
は
自
分
で

出
来
る
こ
と
は
、
皆
に
知
ら
せ
る
前
に一人
で
ど
ん
ど
ん
や
っ

て
し
ま
う
タ
イ
プ
な
の
で
、
ま
と
め
役
と
い
う
役
割
を
果

た
せ
な
か
っ
た
の
で
は
と
反
省
し
て
い
ま
す
。

Q　
今
年
の
テ
ー
マ
は
な
ん
で
す
か
？

松
浦　
今
年
の
テ
ー
マ
は
「
ア
ス
タ
ー
」
で
す
。
こ
れ
は
ギ

リ
シ
ャ
語
で
星
を
意
味
し
て
い
ま
す
。
星
は一つ
で
輝
く
よ

り
も
、
多
数
集
ま
っ
て
輝
く
こ
と
で
、
よ
り
煌
め
き
を
増

す
こ
と
か
ら
、
私
た
ち
札
大
の
学
生
も
多
く
の
力
を
結
集

し
て
、
こ
の
イ
ベ
ン
ト
を
成
功
さ
せ
よ
う
と
い
う
願
い
を
込

め
て
い
ま
す
。
ま
た
、

「
ア
ス
タ
ー
」
に
は

も
う
一つ
、
エ
ゾ
ギ
ク

と
い
う
意
味
も
あ

り
ま
す
。
北
海
道

特
有
の
花
を
咲
か

せ
よ
う
と
い
う
思
い

も
込
め
て
お
り
、
私

の
発
案
だ
っ
た
ん
で

す
が
、
ダ
ブ
ル
ミ
ー

ニ
ン
グ
で
、
こ
の
言

葉
を
選
び
ま
し
た
。

●
雨
天
中
止
の
ア
ク
シ
デ
ン
ト
に
対
応

Q　
今
年
は
何
と
言
っ
て
も
、
1
日
目
が
激
し
い
雷
雨

に
よ
り
中
止
と
い
う
ア
ク
シ
デ
ン
ト
が
あ
り
ま
し
た
ね
。

金
澤　
私
の
ス
マ
ホ
の
天
気
予
報
の
ア
プ
リ
が
よ
く
当
た

る
ん
で
す
よ
。
そ
れ
で
当
日
は
雨
だ
と
わ
か
っ
て
い
ま
し
た

の
で
、
中
止
を
進
言
し
ま
し
た
。
安
全
第
一と
い
う
こ
と
で

大
学
側
に
も
承
認
し
て
い
た
だ
き
、
中
止
に
至
り
ま
し
た
。

た
だ
、
翌
23
日
が
晴
れ
る
こ
と
も
ア
プ
リ
に
よ
っ
て
確
認
し

て
お
り
、
切
り
替
え
て
そ
の
日
に
集
中
し
ま
し
た
。

辻　

中
止
が
決
ま
っ
た
土
曜
の
夜
は
、
み
ん
な
で
話

し
合
っ
て
翌
日
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
変
更
し
ま
し
た
。
私

と
し
て
は
前
例
が
な
い
こ
と
で
し
た
の
で
、
う
ま
く

い
く
の
か
ハ
ラ
ハ
ラ
ド
キ
ド
キ
で
し
た
ね
。
経
験
豊
富

な
4
年
生
の
方
に
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

金
澤　

1
日
だ
け
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
が
、
ゲ
ス
ト

を
招
い
て
行
う
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
な
ん
と
か
実
現
し
ま
し

た
。
時
間
も
変
更
で
き
な
い
の
で
、
や
り
く
り
が
大
変
で

し
た
。
ま
た
、
カ
ラ
オ
ケ
大
会
や
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
に
つ
い

て
も
景
品
を
用
意
し
て
い
ま
し
た
の
で
、
こ
れ
も
や
り
遂

げ
ま
し
た
。

Q　
今
年
は
多
彩
な
ゲ
ス
ト
で
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
豊
か

な
内
容
に
な
り
ま
し
た
ね
。

松
浦　
お
笑
い
芸
人
さ
ん
、
ア
イ
ド
ル
、
男
女
混
合
の
ダ

ン
ス
ユニッ
ト
な
ど
、
多
彩
な
ジ
ャ
ン
ル
か
ら
来
て
い
た
だ
い

た
の
で
、
観
客
も
幅
広
く
な
り
ま
し
た
、
こ
れ
は
今
年
の

特
長
だ
と
思
い
ま
す
。

Q　
も
っ
と
も
印
象
に
残
っ
て
い
る
こ
と
は
な
ん
で

す
か
？

辻　
委
員
長
と
い
う
立
場
な
の
で
、
す
べ
て
の
プ
ロ
グ
ラ

ム
が
気
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
ど
れ
か
一つ
に
集
中
す
る

の
で
は
な
く
、
全
体
を
俯
瞰
し
て
み
て
い
た
感
じ
で
す
。

ど
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
観
客
の
笑
顔
が
見
ら
れ
た
の
で
、
良

か
っ
た
で
す
ね
。

松
浦　
私
は
日
頃
テ
レ
ビ
で
視
て
い
る
有
名
人
と
同

じ
ス
テ
ー
ジ
に
立
ち
、
M
C
と
し
て
進
行
役
を
務
め

る
こ
と
が
で
き
て
、
と
て
も
嬉
し
か
っ
た
で
す
ね
。

実
行
委
員
だ
か
ら
こ
そ
で
き
た
貴
重
な
体
験
で
し
た
。

金
澤　
私
は
4
年
間
に
わ
た
っ
て
実
行
委
員
を
務
め

て
き
ま
し
た
が
、
本
当
に
波
瀾
万
丈
の
4
年
間
で
し

た
。
1
年
生
の
時
に
大
学
祭
と
文
連
祭
が
同
時
開
催

と
な
り
、
2
年
生
の
時
に
は
創
立
50
周
年
で
、
記
念

す
べ
き
50
回
目
の
大
学
祭
を
迎
え
ま
し
た
。
3
年
生

で
委
員
長
を
経
験
、
そ
し
て
4
年
生
で
雨
に
よ
り
中

止
と
い
う
前
例
の
な
い
経
験
を
し
ま
し
た
。

Q　
実
行
委
員
を
経
験
し
て
学
ん
だ
こ
と
は
あ
り
ま

す
か
。

辻　
私
は
本
当
に
リ
ー
ダ
ー
と
い
う
タ
イ
プ
で
は
な
く
、

個
で
活
動
し
て
し
ま
う
人
間
な
の
で
、
ほ
か
の
メ
ン
バ
ー

に
支
え
て
も
ら
っ
た
と
い
う
印
象
で
す
。
そ
れ
で
も
、
プ

レ
ッ
シ
ャ
ー
を
克
服
し
て
大
学
祭
を
成
功
さ
せ
た
こ
と
は

大
き
な
自
信
に
な
っ
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ

ん
。
こ
の
経
験
を
活
か
し
、
来
年
は
後
輩
に
と
っ
て
頼
れ

る
サ
ポ
ー
タ
ー
に
な
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

金
澤　
今
年
で
最
後
の
参
加
と
な
り
ま
し
た
が
、
自
分

た
ち
の
代
に
は
我
々
な
り
の
カ
ラ
ー
が
あ
っ
た
よ
う
に
、

後
輩
に
も
自
分
た
ち
な
り
の
カ
ラ
ー
を
打
ち
出
し
て
、

今
ま
で
に
な
い
大
学
祭
を
演
出
し
て
ほ
し
い
で
す
ね
。

松
浦　
来
年
は
自
分
た
ち
が
主
と
な
っ
て
開
催
す
る
大

学
祭
で
す
か
ら
、
金
澤
先
輩
の
言
う
と
お
り
、
こ
れ
ま

で
の
良
い
部
分
を
活
か
し
つ
つ
、
自
分
た
ち
な
り
の
カ

ラ
ー
を
出
し
て
盛
り
上
げ
て
い
き
た
い
で
す
ね
。
後
援
会

様
か
ら
も
補
助
金
を
い
た
だ
い
て
お
り
、
保
護
者
の
皆

様
の
期
待
に
も
応
え
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
今
年
委
員

長
を
務
め
た
辻
先
輩
の
サ
ポ
ー
ト
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、

次
の
代
に
良
い
バ
ト
ン
を
渡
す
こ
と
も
大
切
な
役
目
だ

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

本
日
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

体
育
会
系

に
も
負
け
な
い

活
発
な
活
動
を

展
開
し
て
い
る

「
文
化
連
合
会

所
属
サ
ー
ク

ル
」
に
対
し
、

後
援
会
で
は
補

助
金
を
交
付

し
、
文
化
活
動

を
し
っ
か
り
と

応
援
し
て
い
ま

す
。
交
付
式
は
去
る
6
月
25
日
に
行
わ
れ
、
猪

狩
会
長
か
ら
各
サ
ー
ク
ル
の
代
表
者
一人
ひ
と
り

に
補
助
金
の
目
録
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。交
付
後
、

猪
狩
会
長
か
ら
「
反
省
は
し
て
も
、
後
悔
は
し
な

い
人
生
を
歩
ん
で
ほ
し
い
。
後
悔
し
な
い
秘
訣
は
、

な
に
ご
と
に
も一生
懸
命
に
取
り
組
む
こ
と
。
精一

杯
や
っ
た
末
の
結
果
な
ら
、
ど
ん
な
結
果
で
あ
ろ

う
と
も
納
得
で
き
る
は
ず
」
と
、
激
励
の
言
葉
が

あ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
各
サ
ー
ク
ル
の
代
表
者
か
ら
日
頃
の

活
動
報
告
と
今
後
の
活
動
計
画
や
補
助
金
の
使

途
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
後
援
会
で
は
補
助
金

を
交
付
す
る
だ
け
で
な
く
、
今
後
も
各
サ
ー
ク
ル

の一層
の
活
躍
を
期
待
し
見
届
け
て
い
く
方
針
で

す
。

●
交
付
6
サ
ー
ク
ル

●
民
俗
音
楽
研
究
部	

●
ア
ビ
ー
ロ
ー
ド
音
楽
研
究
部

●
ア
マ
チ
ュ
ア
無
線
部	

●
映
画
研
究
会

●
軽
音
楽
部	

●
演
劇
研
究
会
　
劇
団
ダ
イ
ナ
マ
イ
ト

　

今
年
3
月
、

イ
タ
リ
ア
で

開
催
さ
れ
た

フ
リ
ー
ス
タ

イ
ル
ス
キ
ー

ジ
ュ
ニ
ア
世

界
選
手
権
に

お
い
て
、
本

学
1
年
生
の

木
元
聖
大（
き

も
と
ま
さ
ひ

ろ
）さ
ん
が
モ
ー
グ
ル
競
技
2
種
目
に
出
場
。

見
事
、
銀
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
ま
し
た
。
木
元

さ
ん
が
エ
ン
ト
リ
ー
し
た
の
は
、
一
人
ず
つ

滑
る
モ
ー
グ
ル
と
二
人
同
時
に
滑
る
デ
ュ
ア

ル
モ
ー
グ
ル
。
2
つ
同
時
の
銀
メ
ダ
ル
と
い

う
栄
誉
を
讃
え
、
猪
狩
会
長
か
ら
賞
状
と
金

一
封
を
授
与
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
後
援
会

事
業
の
一
つ
で
あ
る
表
彰
制
度
に
よ
る
も
の

で
、
国
際
大
会
、
全
国
大
会
お
よ
び
こ
れ
に

準
ず
る
大
会
な
ど
に
お
い
て
優
秀
な
成
績
を

収
め
た
団
体
な
ら
び
に
個
人
、
さ
ら
に
は
社

会
的
善
行
を
行
っ
た
団
体
お
よ
び
個
人
に
対

し
、
そ
の
功
績
を
讃
え
、
表
彰
す
る
と
い
う

制
度
と
な
っ
て
い
ま
す
。
木
元
さ
ん
は

2
0
2
0
年
4
月
か
ら
全
日
本
ス
キ
ー
連
盟

（
S
A
J
）
の
ナ
シ
ョ
ナ
ル
チ
ー
ム
入
り
が

決
ま
っ
て
お
り
、
22
年
の
北
京
五
輪
へ
の
出

場
は
も
ち
ろ
ん
、
大
舞
台
で
の
活
躍
が
期
待

さ
れ
て
い
ま
す
。

実
技
重
視
で
は
な
く
、
文
化
的
側
面
、

社
会
的
側
面
か
ら
ス
ポ
ー
ツ
を
学
ぶ
。

　

本
ゼ
ミ
の
特
長
は
、
ス
ポ
ー
ツ
を
学
問
と
し

て
捉
え
、
学
ん
で
い
る
点
に
あ
り
、
こ
れ
に
よ
っ

て
他
大
学
と
の
差
別
化
が
図
ら
れ
て
い
ま
す
。

一
般
的
に
教
育
機
関
に
お
け
る
ス
ポ
ー
ツ
は
実

技
に
特
化
さ
れ
て
お
り
、
学
生
は
選
手
と
し
て
、

職
員
は
指
導
者
と
し
て
携
わ
る
ケ
ー
ス
が
ほ
と

ん
ど
と
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
本
学
は
文

化
系
の
総
合
大
学
で
あ
る
こ
と
か
ら
ス
ポ
ー
ツ

文
化
専
攻
を
設
け
、
文
化
的
側
面
と
社
会
的
側

面
と
い
っ
た
、
他
と
は
異
な
る
ア
プ
ロ
ー
チ
で

学
ぶ
こ
と
の
重
要
性
を
説
い
て
い
ま
す
。
総
勢

36
名
の
ゼ
ミ
に
は
、
将
来
、
さ
ま
ざ
ま
な
職
種

を
志
す
学
生
が
集
っ
て
い
ま
す
が
、
最
も
多
い

の
は
、
や
は
り
保
健
体
育
の
教
員
志
望
者
で
す
。

　

瀧
元
先
生
は
、「
実
際
に
保
健
体
育
の
教
員

に
な
っ
た
時
、
何
ら
か
の
ス
ポ
ー
ツ
に
打
ち
込

ん
で
き
た
学
生
は
実
技
の
指
導
は
可
能
だ
と
思

い
ま
す
が
、
い
わ
ゆ
る
体
育
そ
の
も
の
の
知
識

は
追
い
つ
い
て
い
ま
せ
ん
。
た
と
え
ば
、
ワ
ー

ル
ド
カ
ッ
プ
の
日
本
開
催
で
盛
り
上
が
る
ラ
グ

ビ
ー
に
つ
い
て
。
な
ぜ
、
イ
ギ
リ
ス
代
表
は
イ

ン
グ
ラ
ン
ド
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
、
ア
イ
ル
ラ

ン
ド
、
ウ
エ
ー
ル
ズ
に
分
か
れ
て
い
る
の
か
と

い
う
社
会
的
背
景
を
質
問
さ
れ
て
も
答
え
ら

れ
な
い
。
ま
た
、
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
は
な
ぜ
、
日

本
で
は
野
球
と
い
う
和
名
で
通
っ
て
い
る
の
か

と
い
う
歴
史
的
背
景
も
分
か
ら
な
い
と
い
う
の

で
は
、
体
育
教
師
と
し
て
問
題
で
す
ね
」
と
憂

慮
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、「
よ
く
言
わ
れ
て

い
る
こ
と
で
す
が
、
体
育
の
授
業
で
、
運
動
神

経
の
良
い
子
は
人
気
者
に
な
っ
て
、
そ
う
で
は

な
い
子
は
、
つ
ま
ら
な
い
と
感
じ
な
が
ら
過
ご

し
て
い
ま
す
。
こ
れ
も
実
技
偏
重
に
よ
る
も
の

で
あ
り
、
学
問
と
し
て
興
味
深
い
ス
ポ
ー
ツ
の

面
白
さ
を
教
え
て
い
な
い
結
果
だ
と
言
え
る
で

し
ょ
う
」。

　

こ
う
し
た
問
題
を
是
正
す
る
取
り
組
み
が
、

本
ゼ
ミ
の
目
標
だ
と
瀧
元
先
生
は
言
い
ま
す
。

文
章
を
読
む
説
く
力
と
作
成
能
力
、

さ
ら
に
歴
史
も
学
び
、卒
論
の
完
成
へ
。

　

大
学
は
教
育
機
関
で
あ
る
と
と
も
に
研
究

機
関
で
も
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
本
ゼ
ミ
で
は

ス
ポ
ー
ツ
が
社
会
に
与
え
る
影
響
、
ま
た
、
歴

史
的
背
景
、
心
身
の
あ
り
方
な
ど
、
ス
ポ
ー
ツ

を
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
研
究
し
学
ん
だ
こ
と

を
、
次
の
世
代
に
伝
え
て
い
っ
て
ほ
し
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
最
初
の
1
年
は
基

礎
と
し
て
文
章
の
読
解
力
、
作
成
力
を
養
う
一

方
、
古
代
か
ら
近
代
ま
で
、
ス
ポ
ー
ツ
の
歴
史

を
学
ん
で
い
き
ま
す
。
3
年
生
で
は
興
味
を
抱

い
た
分
野
を
絞
り
込
み
、
各
自
の
テ
ー
マ
を
設

定
し
て
い
き
ま
す
。
そ
し
て
4
年
次
は
、
こ
れ

ま
で
学
ん
だ
す
べ
て
を
卒
業
論
文
に
ま
と
め
る

と
い
う
、
段
階
的
に
成
長
可
能
な
プ
ロ
グ
ラ
ム

が
組
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

実
際
、
本
ゼ
ミ
を
履
修
し
て
い
る
馬
場
佑
人

さ
ん
（
ス
ポ
ー
ツ
文
化
専
攻
2
年
生
）
は
、「
将

来
、
保
健
体
育
の
教
諭
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

特
定
の
競
技
を
学
び
、
極
め
る
の
で
は
な
く
、

さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
保
健
体
育
を
し
っ
か
り

教
え
ら
れ
る
教
師
に
な
り
た
い
と
思
い
、
そ
れ

が
実
現
で
き
る
瀧
元
先
生
の
ゼ
ミ
を
選
び
ま
し

た
」
と
、
志
望
理
由
を
語
り
ま
す
。
同
じ
く
履

修
生
の
新
田
彩
さ
ん
（
ス
ポ
ー
ツ
文
化
専
攻
2

年
生
）
は
、「
私
が
こ
の
ゼ
ミ
を
選
択
し
た
の
は
、

学
生
一
人
ひ
と
り
に
対
し
、
親
身
に
な
っ
て
相

談
に
の
っ
て
く
れ
る
瀧
元
先
生
の
も
と
で
学
び

た
い
と
思
っ
た
こ
と
が
一
つ
。
も
う
一
つ
は
、
特

に
体
育
系
の
部
活
を
や
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な

い
私
で
す
が
、
ス
ポ
ー
ツ
全
般
を
幅
広
く
学
び

た
い
と
思
っ
た
こ
と
が
履
修
の
理
由
で
す
」
と
、

本
ゼ
ミ
の
主
旨
を
理
解
し
た
う
え
で
、
週
1
回

の
学
び
に
励
ん
で
い
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
を
窓
と
し
て
、
地
域
社
会
、

国
際
社
会
へ
広
が
る
価
値
観
を
養
成
。

　

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の

開
催
が
目
前
に
迫
る
な
か
、
今
、
世
界
的
規
模

で
ス
ポ
ー
ツ
へ
の
関
心
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
に
つ
い
て
瀧
元
先
生
は
、「
世
界
同
時
生

中
継
を
実
現
し
て
い
る
の
は
、
ス
ポ
ー
ツ
だ
け

で
し
ょ
う
。
他
の
イ
ベ
ン
ト
で
は
例
が
あ
り
ま

せ
ん
。
ス
ポ
ー
ツ
は
言
葉
や
宗
教
、
政
治
を
超

え
た
世
界
共
通
の
文
化
と
言
え
る
で
し
ょ
う
」。

だ
か
ら
こ
そ
学
生
に
は
、
こ
れ
を
契
機
に
心
の

窓
を
開
き
、
国
際
社
会
に
目
を
向
け
て
ほ
し
い

と
言
い
ま
す
。
そ
れ
だ
け
に
本
ゼ
ミ
で
は
、
保

健
体
育
教
諭
を
目
指
す
学
生
に
は
も
ち
ろ
ん
、

そ
れ
以
外
の
職
種
を
志
す
学
生
に
も
、「
ス
ポ
ー

ツ
を
通
し
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
養

い
、
地
域
社
会
、
国
際
社
会
で
活
躍
で
き
る
視

野
と
価
値
観
を
有
し
た
人
材
に
な
っ
て
も
ら
い

た
い
」
と
、
今
後
の
抱
負
を
述
べ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

■就職決定状況
　今春、本学を卒業し就職を希望した学生の就職率

は、4年連続90％を超えました。そのうち勤務予

定地が北海道内の学生は約80％おり、地元志向の

高さが伺われました。ここ数年の特徴は、転勤を伴

う企業を避ける学生が増加した結果、地域限定職

（勤務地を限定し、転居を伴う異動が発令されない）

採用が目立っております。その反面、勤務地にこだ

わりすぎてしまい就活長期化で疲弊し、内定に繋が

らず、そのまま卒業していく学生もおりました。

　昨年、日本経済団体連合会による「採用選考に関

する指針」の廃止方針等があり、これからの就職環

境に変化を与えると推測されます。変化に呼応する

かのように、一括採用、通年採用などのキーワード

が紙面を賑わしています。選考方法も面接以外にグ

ループワーク、グループディスカッション、AI選考

など多様化し、親世代と異なる就職環境です。今年

の就職講座に1年生の参加者も目立つ状況から、就

職活動を始める前から不安を抱いている様子です。

　

ス
ポ
ー
ツ
は
今
や
、
人
間
社
会
に
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
営
み
と
し
て
、
私
た
ち
の
生
活
に
密
着
し
た
も
の
と
な
っ
て

い
ま
す
。
例
え
ば
人
気
の
野
球
と
サ
ッ
カ
ー
。
熱
心
な
フ
ァ
ン
を
集
め
る
相
撲
や
ゴ
ル
フ
。
さ
ら
に
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
や
ラ

グ
ビ
ー
の
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
開
催
も
相
次
ぎ
、
来
年
に
は
「
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
」
と
い
っ
た
メ
ガ

ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
が
控
え
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
“
す
る
”
か
ら
“
み
る
”
へ
、
ス
ポ
ー
ツ
の
多
様
化
が
進
む
な
か
、

本
学
に
は
ス
ポ
ー
ツ
を
文
化
と
し
て
、
ま
た
、
学
問
の
一
ジ
ャ
ン
ル
と
し
て
捉
え
、
学
べ
る
ゼ
ミ
が
あ
り
ま
す
。
今
回
は
、

そ
ん
な
瀧
元
先
生
の
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
Ⅱ
に
伺
い
ま
し
た
。

　ここ数年は、売り手市場や人手不足などで就職活

動する学生にとっては追い風の環境ですが、入社後

は向かい風になる場合が考えられます。勤務地や福

利厚生などの条件以上に、企業研究を深めた企業で

あれば、予測不可能な労働環境や経済状況において

も、自ら選択した進路に自信が持てるでしょう。

　保護者の皆さまがこれらの就職事情を理解する

だけでも、学生本人も安心して行動に移すことがで

きると考えます。最新の情報は、学内就職講座や個

人面接を通して学生に提供していきますので、学内

開催の就職イベントを十分に活用するようご案内

いただきますようお願いいたします。

ゼミナールⅡ

瀧元　誠樹  先生

ゼミの様子瀧元先生を囲んでゼミの様子

1
日
の
み
の
開
催
で
も
一
層
盛
り
上
が
り
を
見
せ
た

第
52
回
大
学
祭
・
文
連
祭
！

実
行
委
員
3
人
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

　

学
内
だ
け
で
な
く
、
地
域
を
活
性
化
す
る
イ
ベ
ン
ト
と
な
っ
た
札
幌
大
学
大
学
祭
・
文
連
祭
。

今
年
は
雷
雨
に
よ
り
初
日
の
6
月
22
日
（
土
）
が
中
止
と
な
り
、
翌
6
月
23
日
（
日
）
の
み
の
開

催
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
急
遽
変
更
。
そ
の
結
果
、
翌
23
日
（
日
）
は

待
ち
に
待
っ
た
多
く
の
来
場
者
が
詰
め
か
け
、
例
年
以
上
の
盛
り
上
が
り
を
見
せ
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
今
回
は
、
ア
ク
シ
デ
ン
ト
に
も
負
け
ず
奮
闘
し
た
実
行
委
員
3
名
を
迎
え
、
そ
の
舞
台

裏
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
お
聞
き
し
ま
し
た
。

委
員
長　

辻 

天
音
さ
ん　
　

副
委
員
長　

松
浦 

快
斗
さ
ん　
　

会
計　

金
澤 

裕
哉
さ
ん

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を

目
前
に
控
え
、
ス
ポ
ー
ツ
を 

文
化
的
、
社
会
的
側
面
か
ら
「
学
ぶ
」
ゼ
ミ
。

■ 就職決定状況（大学） （平成31年3月31日現在）

区分 卒業者　 就職希望者 就職内定者 就職決定率 進学者数 非就職者 不明者

地 域 共 創 学 群 566 478 459 96.0％ 13 93 1

■ 就職決定状況（女子短期大学部） （平成31年3月31日現在）

区分 卒業者 就職希望者 就職内定者 就職決定率 進学者数 非就職者 不明

キャリアデザイン 31 26 23 88.5％ 3 5 0
注1）：�就職希望者とは、a　就職が決定した者、b　就職を希望し、集計時（平成31年3月31日現在）においては受験準備等であるが、就職の意

志のある者をいう。
注2）：�就職決定率とは、就職内定者数を就職希望者数で割ったものをいう。
注3）：�進学者とは、大学院、大学、短大、専修学校、外国の学校等に入学した者をいう。
注4）：非就職者とは、帰国、アルバイト、家事手伝い等の者をいう。

■ 求人件数 
道内企業 道外企業 合計

大 　 学 　 943 1,479 2,422

女子短期大学部 　 576 　 696 1,272

合　　　計 1,519 2,175 3,694

■ 平成31年3月卒業生の主な就職先
■大学　ANA新千歳空港／北海道セキスイハイム／六花亭製菓／伊藤園／北海道コカ・コーラボトリング／ソフトバンク／マイナビ／北海道旅客鉄道／エア・ウォーター物流／
ANA関西空港／日本通運／サントリービバレッジサービス／北海道エア・ウォーター／渡辺パイプ／リコージャパン／スズケン／ほくやく／札幌丸井三越／マックスバリュ北
海道／ホクレン商事／東急百貨店／イオン北海道／青山商事／東光ストア／トヨタカローラ札幌／北海道日産自動車／いちたかガスワン／サンドラッグプラス／オルビス／ム
ラタ／サッポロドラッグストアー／ツルハ／北海道銀行／北洋銀行／日本生命保険　相互会社／常口アトム／北海道空港／アインホールディングス／マーキュリー／野口観光／
セルリアンタワー東急ホテル／アイヌ民族博物館／日本郵便／ホクレン／JALスカイ札幌／羽田エアポートエンタープライズ／北海道商工会連合会／国家公務員（法務局）／
地方公務員（道内市町村職員、北海道警察）／公立学校教員（中学校、高等学校、特別支援学校）　■短大　ヤシマ商会／アルビオン／日栄インテック／グロウステージ／ネ
クスト／ＫＤＤＩエボルバ／パル／きのとや／ニッセンレンエスコート／中道リース／サピエント／グランビスタホテル＆リゾート／はなまる／ルミエパリ／シンクアクト／
ダックスポーツ／さっぽろ青少年女性活動協会／日本衛生／セノン／東名／地方公務員（警視庁）

■ 業種別就職比率（平成31年度3月31日現在）

農林漁業／鉱業　0.4%

［大学］地域共創学群

運輸・郵便業　3.1%

金融・保険業　4.8%

製造業　5.0%

建設業　5.0%

情報通信業　5.4%

不動産業　5.9%

卸売業　10.2%

公務員・教員　11.8%

小売業　17.9%

サービス業　30.9%

［短大］

不動産業　4.3%金融・保険業　4.3%

公務員・教員　4.3%

製造業　8.7%

建設業　4.3%

小売業　13.1%

情報通信業　13.1%

サービス業　47.9%

瀧元ゼミ

木
元
聖
大
さ
ん
を
表
彰
!!

世
界
選
手
権
モ
ー
グ
ル
の
2
種
目
で
、

見
事
「
銀
」
メ
ダ
ル
!!

6
サ
ー
ク
ル
へ
補
助
金
を
交
付
！

文
化
連
合
会
所
属
サ
ー
ク
ル
を
支
援
す
る

補
助
金
交
付
式
を
挙
行
。

日
時
／
令
和
元
年
6
月
25
日
（
火
）　
　
会
場
／
7
4
0
7
特
別
演
習
室

左から金澤さん、辻さん、松浦さん

札幌大学後援会だより（3）第53号 2019年10月30日 札幌大学後援会だより 第53号（2）2019年10月30日



平
成
30
年
度
卒
業
生
の
求
人
状
況
・
就
職
状
況
・
本
年
度
の
現
況

●
テ
ー
マ
は
星
を
意
味
す
る
「
ア
ス
タ
ー
」

Q　
辻
さ
ん
は
、
昨
年
度
も
い
ち
ス
タ
ッ
フ
と
し
て

参
加
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
今
年
は
実
行
委
員
長
と

い
う
こ
と
で
、
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
は
あ
り
ま
し
た
か
？

辻　
や
は
り
あ
り
ま
し
た
ね
。
14
人
の
委
員
の
ほ
か
に
、

各
サ
ー
ク
ル
か
ら
代
表
で一人
ず
つ
実
行
委
員
と
し
て
参
加

し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
の
で
、
多
く
の
人
を
ま
と
め
な
け
れ

ば
な
ら
ず
、
そ
こ
が
難
し
い
と
こ
ろ
で
し
た
。
私
は
自
分
で

出
来
る
こ
と
は
、
皆
に
知
ら
せ
る
前
に一人
で
ど
ん
ど
ん
や
っ

て
し
ま
う
タ
イ
プ
な
の
で
、
ま
と
め
役
と
い
う
役
割
を
果

た
せ
な
か
っ
た
の
で
は
と
反
省
し
て
い
ま
す
。

Q　
今
年
の
テ
ー
マ
は
な
ん
で
す
か
？

松
浦　
今
年
の
テ
ー
マ
は
「
ア
ス
タ
ー
」
で
す
。
こ
れ
は
ギ

リ
シ
ャ
語
で
星
を
意
味
し
て
い
ま
す
。
星
は一つ
で
輝
く
よ

り
も
、
多
数
集
ま
っ
て
輝
く
こ
と
で
、
よ
り
煌
め
き
を
増

す
こ
と
か
ら
、
私
た
ち
札
大
の
学
生
も
多
く
の
力
を
結
集

し
て
、
こ
の
イ
ベ
ン
ト
を
成
功
さ
せ
よ
う
と
い
う
願
い
を
込

め
て
い
ま
す
。
ま
た
、

「
ア
ス
タ
ー
」
に
は

も
う
一つ
、
エ
ゾ
ギ
ク

と
い
う
意
味
も
あ

り
ま
す
。
北
海
道

特
有
の
花
を
咲
か

せ
よ
う
と
い
う
思
い

も
込
め
て
お
り
、
私

の
発
案
だ
っ
た
ん
で

す
が
、
ダ
ブ
ル
ミ
ー

ニ
ン
グ
で
、
こ
の
言

葉
を
選
び
ま
し
た
。

●
雨
天
中
止
の
ア
ク
シ
デ
ン
ト
に
対
応

Q　
今
年
は
何
と
言
っ
て
も
、
1
日
目
が
激
し
い
雷
雨

に
よ
り
中
止
と
い
う
ア
ク
シ
デ
ン
ト
が
あ
り
ま
し
た
ね
。

金
澤　
私
の
ス
マ
ホ
の
天
気
予
報
の
ア
プ
リ
が
よ
く
当
た

る
ん
で
す
よ
。
そ
れ
で
当
日
は
雨
だ
と
わ
か
っ
て
い
ま
し
た

の
で
、
中
止
を
進
言
し
ま
し
た
。
安
全
第
一と
い
う
こ
と
で

大
学
側
に
も
承
認
し
て
い
た
だ
き
、
中
止
に
至
り
ま
し
た
。

た
だ
、
翌
23
日
が
晴
れ
る
こ
と
も
ア
プ
リ
に
よ
っ
て
確
認
し

て
お
り
、
切
り
替
え
て
そ
の
日
に
集
中
し
ま
し
た
。

辻　

中
止
が
決
ま
っ
た
土
曜
の
夜
は
、
み
ん
な
で
話

し
合
っ
て
翌
日
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
変
更
し
ま
し
た
。
私

と
し
て
は
前
例
が
な
い
こ
と
で
し
た
の
で
、
う
ま
く

い
く
の
か
ハ
ラ
ハ
ラ
ド
キ
ド
キ
で
し
た
ね
。
経
験
豊
富

な
4
年
生
の
方
に
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

金
澤　

1
日
だ
け
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
が
、
ゲ
ス
ト

を
招
い
て
行
う
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
な
ん
と
か
実
現
し
ま
し

た
。
時
間
も
変
更
で
き
な
い
の
で
、
や
り
く
り
が
大
変
で

し
た
。
ま
た
、
カ
ラ
オ
ケ
大
会
や
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
に
つ
い

て
も
景
品
を
用
意
し
て
い
ま
し
た
の
で
、
こ
れ
も
や
り
遂

げ
ま
し
た
。

Q　
今
年
は
多
彩
な
ゲ
ス
ト
で
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
豊
か

な
内
容
に
な
り
ま
し
た
ね
。

松
浦　
お
笑
い
芸
人
さ
ん
、
ア
イ
ド
ル
、
男
女
混
合
の
ダ

ン
ス
ユニッ
ト
な
ど
、
多
彩
な
ジ
ャ
ン
ル
か
ら
来
て
い
た
だ
い

た
の
で
、
観
客
も
幅
広
く
な
り
ま
し
た
、
こ
れ
は
今
年
の

特
長
だ
と
思
い
ま
す
。

Q　
も
っ
と
も
印
象
に
残
っ
て
い
る
こ
と
は
な
ん
で

す
か
？

辻　
委
員
長
と
い
う
立
場
な
の
で
、
す
べ
て
の
プ
ロ
グ
ラ

ム
が
気
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
ど
れ
か
一つ
に
集
中
す
る

の
で
は
な
く
、
全
体
を
俯
瞰
し
て
み
て
い
た
感
じ
で
す
。

ど
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
観
客
の
笑
顔
が
見
ら
れ
た
の
で
、
良

か
っ
た
で
す
ね
。

松
浦　
私
は
日
頃
テ
レ
ビ
で
視
て
い
る
有
名
人
と
同

じ
ス
テ
ー
ジ
に
立
ち
、
M
C
と
し
て
進
行
役
を
務
め

る
こ
と
が
で
き
て
、
と
て
も
嬉
し
か
っ
た
で
す
ね
。

実
行
委
員
だ
か
ら
こ
そ
で
き
た
貴
重
な
体
験
で
し
た
。

金
澤　
私
は
4
年
間
に
わ
た
っ
て
実
行
委
員
を
務
め

て
き
ま
し
た
が
、
本
当
に
波
瀾
万
丈
の
4
年
間
で
し

た
。
1
年
生
の
時
に
大
学
祭
と
文
連
祭
が
同
時
開
催

と
な
り
、
2
年
生
の
時
に
は
創
立
50
周
年
で
、
記
念

す
べ
き
50
回
目
の
大
学
祭
を
迎
え
ま
し
た
。
3
年
生

で
委
員
長
を
経
験
、
そ
し
て
4
年
生
で
雨
に
よ
り
中

止
と
い
う
前
例
の
な
い
経
験
を
し
ま
し
た
。

Q　
実
行
委
員
を
経
験
し
て
学
ん
だ
こ
と
は
あ
り
ま

す
か
。

辻　
私
は
本
当
に
リ
ー
ダ
ー
と
い
う
タ
イ
プ
で
は
な
く
、

個
で
活
動
し
て
し
ま
う
人
間
な
の
で
、
ほ
か
の
メ
ン
バ
ー

に
支
え
て
も
ら
っ
た
と
い
う
印
象
で
す
。
そ
れ
で
も
、
プ

レ
ッ
シ
ャ
ー
を
克
服
し
て
大
学
祭
を
成
功
さ
せ
た
こ
と
は

大
き
な
自
信
に
な
っ
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ

ん
。
こ
の
経
験
を
活
か
し
、
来
年
は
後
輩
に
と
っ
て
頼
れ

る
サ
ポ
ー
タ
ー
に
な
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

金
澤　
今
年
で
最
後
の
参
加
と
な
り
ま
し
た
が
、
自
分

た
ち
の
代
に
は
我
々
な
り
の
カ
ラ
ー
が
あ
っ
た
よ
う
に
、

後
輩
に
も
自
分
た
ち
な
り
の
カ
ラ
ー
を
打
ち
出
し
て
、

今
ま
で
に
な
い
大
学
祭
を
演
出
し
て
ほ
し
い
で
す
ね
。

松
浦　
来
年
は
自
分
た
ち
が
主
と
な
っ
て
開
催
す
る
大

学
祭
で
す
か
ら
、
金
澤
先
輩
の
言
う
と
お
り
、
こ
れ
ま

で
の
良
い
部
分
を
活
か
し
つ
つ
、
自
分
た
ち
な
り
の
カ

ラ
ー
を
出
し
て
盛
り
上
げ
て
い
き
た
い
で
す
ね
。
後
援
会

様
か
ら
も
補
助
金
を
い
た
だ
い
て
お
り
、
保
護
者
の
皆

様
の
期
待
に
も
応
え
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
今
年
委
員

長
を
務
め
た
辻
先
輩
の
サ
ポ
ー
ト
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、

次
の
代
に
良
い
バ
ト
ン
を
渡
す
こ
と
も
大
切
な
役
目
だ

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

本
日
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

体
育
会
系

に
も
負
け
な
い

活
発
な
活
動
を

展
開
し
て
い
る

「
文
化
連
合
会

所
属
サ
ー
ク

ル
」
に
対
し
、

後
援
会
で
は
補

助
金
を
交
付

し
、
文
化
活
動

を
し
っ
か
り
と

応
援
し
て
い
ま

す
。
交
付
式
は
去
る
6
月
25
日
に
行
わ
れ
、
猪

狩
会
長
か
ら
各
サ
ー
ク
ル
の
代
表
者
一人
ひ
と
り

に
補
助
金
の
目
録
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。交
付
後
、

猪
狩
会
長
か
ら
「
反
省
は
し
て
も
、
後
悔
は
し
な

い
人
生
を
歩
ん
で
ほ
し
い
。
後
悔
し
な
い
秘
訣
は
、

な
に
ご
と
に
も一生
懸
命
に
取
り
組
む
こ
と
。
精一

杯
や
っ
た
末
の
結
果
な
ら
、
ど
ん
な
結
果
で
あ
ろ

う
と
も
納
得
で
き
る
は
ず
」
と
、
激
励
の
言
葉
が

あ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
各
サ
ー
ク
ル
の
代
表
者
か
ら
日
頃
の

活
動
報
告
と
今
後
の
活
動
計
画
や
補
助
金
の
使

途
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
後
援
会
で
は
補
助
金

を
交
付
す
る
だ
け
で
な
く
、
今
後
も
各
サ
ー
ク
ル

の一層
の
活
躍
を
期
待
し
見
届
け
て
い
く
方
針
で

す
。

●
交
付
6
サ
ー
ク
ル

●
民
俗
音
楽
研
究
部	

●
ア
ビ
ー
ロ
ー
ド
音
楽
研
究
部

●
ア
マ
チ
ュ
ア
無
線
部	

●
映
画
研
究
会

●
軽
音
楽
部	

●
演
劇
研
究
会
　
劇
団
ダ
イ
ナ
マ
イ
ト

　

今
年
3
月
、

イ
タ
リ
ア
で

開
催
さ
れ
た

フ
リ
ー
ス
タ

イ
ル
ス
キ
ー

ジ
ュ
ニ
ア
世

界
選
手
権
に

お
い
て
、
本

学
1
年
生
の

木
元
聖
大（
き

も
と
ま
さ
ひ

ろ
）さ
ん
が
モ
ー
グ
ル
競
技
2
種
目
に
出
場
。

見
事
、
銀
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
ま
し
た
。
木
元

さ
ん
が
エ
ン
ト
リ
ー
し
た
の
は
、
一
人
ず
つ

滑
る
モ
ー
グ
ル
と
二
人
同
時
に
滑
る
デ
ュ
ア

ル
モ
ー
グ
ル
。
2
つ
同
時
の
銀
メ
ダ
ル
と
い

う
栄
誉
を
讃
え
、
猪
狩
会
長
か
ら
賞
状
と
金

一
封
を
授
与
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
後
援
会

事
業
の
一
つ
で
あ
る
表
彰
制
度
に
よ
る
も
の

で
、
国
際
大
会
、
全
国
大
会
お
よ
び
こ
れ
に

準
ず
る
大
会
な
ど
に
お
い
て
優
秀
な
成
績
を

収
め
た
団
体
な
ら
び
に
個
人
、
さ
ら
に
は
社

会
的
善
行
を
行
っ
た
団
体
お
よ
び
個
人
に
対

し
、
そ
の
功
績
を
讃
え
、
表
彰
す
る
と
い
う

制
度
と
な
っ
て
い
ま
す
。
木
元
さ
ん
は

2
0
2
0
年
4
月
か
ら
全
日
本
ス
キ
ー
連
盟

（
S
A
J
）
の
ナ
シ
ョ
ナ
ル
チ
ー
ム
入
り
が

決
ま
っ
て
お
り
、
22
年
の
北
京
五
輪
へ
の
出

場
は
も
ち
ろ
ん
、
大
舞
台
で
の
活
躍
が
期
待

さ
れ
て
い
ま
す
。

実
技
重
視
で
は
な
く
、
文
化
的
側
面
、

社
会
的
側
面
か
ら
ス
ポ
ー
ツ
を
学
ぶ
。

　

本
ゼ
ミ
の
特
長
は
、
ス
ポ
ー
ツ
を
学
問
と
し

て
捉
え
、
学
ん
で
い
る
点
に
あ
り
、
こ
れ
に
よ
っ

て
他
大
学
と
の
差
別
化
が
図
ら
れ
て
い
ま
す
。

一
般
的
に
教
育
機
関
に
お
け
る
ス
ポ
ー
ツ
は
実

技
に
特
化
さ
れ
て
お
り
、
学
生
は
選
手
と
し
て
、

職
員
は
指
導
者
と
し
て
携
わ
る
ケ
ー
ス
が
ほ
と

ん
ど
と
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
本
学
は
文

化
系
の
総
合
大
学
で
あ
る
こ
と
か
ら
ス
ポ
ー
ツ

文
化
専
攻
を
設
け
、
文
化
的
側
面
と
社
会
的
側

面
と
い
っ
た
、
他
と
は
異
な
る
ア
プ
ロ
ー
チ
で

学
ぶ
こ
と
の
重
要
性
を
説
い
て
い
ま
す
。
総
勢

36
名
の
ゼ
ミ
に
は
、
将
来
、
さ
ま
ざ
ま
な
職
種

を
志
す
学
生
が
集
っ
て
い
ま
す
が
、
最
も
多
い

の
は
、
や
は
り
保
健
体
育
の
教
員
志
望
者
で
す
。

　

瀧
元
先
生
は
、「
実
際
に
保
健
体
育
の
教
員

に
な
っ
た
時
、
何
ら
か
の
ス
ポ
ー
ツ
に
打
ち
込

ん
で
き
た
学
生
は
実
技
の
指
導
は
可
能
だ
と
思

い
ま
す
が
、
い
わ
ゆ
る
体
育
そ
の
も
の
の
知
識

は
追
い
つ
い
て
い
ま
せ
ん
。
た
と
え
ば
、
ワ
ー

ル
ド
カ
ッ
プ
の
日
本
開
催
で
盛
り
上
が
る
ラ
グ

ビ
ー
に
つ
い
て
。
な
ぜ
、
イ
ギ
リ
ス
代
表
は
イ

ン
グ
ラ
ン
ド
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
、
ア
イ
ル
ラ

ン
ド
、
ウ
エ
ー
ル
ズ
に
分
か
れ
て
い
る
の
か
と

い
う
社
会
的
背
景
を
質
問
さ
れ
て
も
答
え
ら

れ
な
い
。
ま
た
、
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
は
な
ぜ
、
日

本
で
は
野
球
と
い
う
和
名
で
通
っ
て
い
る
の
か

と
い
う
歴
史
的
背
景
も
分
か
ら
な
い
と
い
う
の

で
は
、
体
育
教
師
と
し
て
問
題
で
す
ね
」
と
憂

慮
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、「
よ
く
言
わ
れ
て

い
る
こ
と
で
す
が
、
体
育
の
授
業
で
、
運
動
神

経
の
良
い
子
は
人
気
者
に
な
っ
て
、
そ
う
で
は

な
い
子
は
、
つ
ま
ら
な
い
と
感
じ
な
が
ら
過
ご

し
て
い
ま
す
。
こ
れ
も
実
技
偏
重
に
よ
る
も
の

で
あ
り
、
学
問
と
し
て
興
味
深
い
ス
ポ
ー
ツ
の

面
白
さ
を
教
え
て
い
な
い
結
果
だ
と
言
え
る
で

し
ょ
う
」。

　

こ
う
し
た
問
題
を
是
正
す
る
取
り
組
み
が
、

本
ゼ
ミ
の
目
標
だ
と
瀧
元
先
生
は
言
い
ま
す
。

文
章
を
読
む
説
く
力
と
作
成
能
力
、

さ
ら
に
歴
史
も
学
び
、卒
論
の
完
成
へ
。

　

大
学
は
教
育
機
関
で
あ
る
と
と
も
に
研
究

機
関
で
も
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
本
ゼ
ミ
で
は

ス
ポ
ー
ツ
が
社
会
に
与
え
る
影
響
、
ま
た
、
歴

史
的
背
景
、
心
身
の
あ
り
方
な
ど
、
ス
ポ
ー
ツ

を
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
研
究
し
学
ん
だ
こ
と

を
、
次
の
世
代
に
伝
え
て
い
っ
て
ほ
し
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
最
初
の
1
年
は
基

礎
と
し
て
文
章
の
読
解
力
、
作
成
力
を
養
う
一

方
、
古
代
か
ら
近
代
ま
で
、
ス
ポ
ー
ツ
の
歴
史

を
学
ん
で
い
き
ま
す
。
3
年
生
で
は
興
味
を
抱

い
た
分
野
を
絞
り
込
み
、
各
自
の
テ
ー
マ
を
設

定
し
て
い
き
ま
す
。
そ
し
て
4
年
次
は
、
こ
れ

ま
で
学
ん
だ
す
べ
て
を
卒
業
論
文
に
ま
と
め
る

と
い
う
、
段
階
的
に
成
長
可
能
な
プ
ロ
グ
ラ
ム

が
組
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

実
際
、
本
ゼ
ミ
を
履
修
し
て
い
る
馬
場
佑
人

さ
ん
（
ス
ポ
ー
ツ
文
化
専
攻
2
年
生
）
は
、「
将

来
、
保
健
体
育
の
教
諭
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

特
定
の
競
技
を
学
び
、
極
め
る
の
で
は
な
く
、

さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
保
健
体
育
を
し
っ
か
り

教
え
ら
れ
る
教
師
に
な
り
た
い
と
思
い
、
そ
れ

が
実
現
で
き
る
瀧
元
先
生
の
ゼ
ミ
を
選
び
ま
し

た
」
と
、
志
望
理
由
を
語
り
ま
す
。
同
じ
く
履

修
生
の
新
田
彩
さ
ん
（
ス
ポ
ー
ツ
文
化
専
攻
2

年
生
）
は
、「
私
が
こ
の
ゼ
ミ
を
選
択
し
た
の
は
、

学
生
一
人
ひ
と
り
に
対
し
、
親
身
に
な
っ
て
相

談
に
の
っ
て
く
れ
る
瀧
元
先
生
の
も
と
で
学
び

た
い
と
思
っ
た
こ
と
が
一
つ
。
も
う
一
つ
は
、
特

に
体
育
系
の
部
活
を
や
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な

い
私
で
す
が
、
ス
ポ
ー
ツ
全
般
を
幅
広
く
学
び

た
い
と
思
っ
た
こ
と
が
履
修
の
理
由
で
す
」
と
、

本
ゼ
ミ
の
主
旨
を
理
解
し
た
う
え
で
、
週
1
回

の
学
び
に
励
ん
で
い
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
を
窓
と
し
て
、
地
域
社
会
、

国
際
社
会
へ
広
が
る
価
値
観
を
養
成
。

　

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の

開
催
が
目
前
に
迫
る
な
か
、
今
、
世
界
的
規
模

で
ス
ポ
ー
ツ
へ
の
関
心
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
に
つ
い
て
瀧
元
先
生
は
、「
世
界
同
時
生

中
継
を
実
現
し
て
い
る
の
は
、
ス
ポ
ー
ツ
だ
け

で
し
ょ
う
。
他
の
イ
ベ
ン
ト
で
は
例
が
あ
り
ま

せ
ん
。
ス
ポ
ー
ツ
は
言
葉
や
宗
教
、
政
治
を
超

え
た
世
界
共
通
の
文
化
と
言
え
る
で
し
ょ
う
」。

だ
か
ら
こ
そ
学
生
に
は
、
こ
れ
を
契
機
に
心
の

窓
を
開
き
、
国
際
社
会
に
目
を
向
け
て
ほ
し
い

と
言
い
ま
す
。
そ
れ
だ
け
に
本
ゼ
ミ
で
は
、
保

健
体
育
教
諭
を
目
指
す
学
生
に
は
も
ち
ろ
ん
、

そ
れ
以
外
の
職
種
を
志
す
学
生
に
も
、「
ス
ポ
ー

ツ
を
通
し
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
養

い
、
地
域
社
会
、
国
際
社
会
で
活
躍
で
き
る
視

野
と
価
値
観
を
有
し
た
人
材
に
な
っ
て
も
ら
い

た
い
」
と
、
今
後
の
抱
負
を
述
べ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

■就職決定状況
　今春、本学を卒業し就職を希望した学生の就職率

は、4年連続90％を超えました。そのうち勤務予

定地が北海道内の学生は約80％おり、地元志向の

高さが伺われました。ここ数年の特徴は、転勤を伴

う企業を避ける学生が増加した結果、地域限定職

（勤務地を限定し、転居を伴う異動が発令されない）

採用が目立っております。その反面、勤務地にこだ

わりすぎてしまい就活長期化で疲弊し、内定に繋が

らず、そのまま卒業していく学生もおりました。

　昨年、日本経済団体連合会による「採用選考に関

する指針」の廃止方針等があり、これからの就職環

境に変化を与えると推測されます。変化に呼応する

かのように、一括採用、通年採用などのキーワード

が紙面を賑わしています。選考方法も面接以外にグ

ループワーク、グループディスカッション、AI選考

など多様化し、親世代と異なる就職環境です。今年

の就職講座に1年生の参加者も目立つ状況から、就

職活動を始める前から不安を抱いている様子です。

　

ス
ポ
ー
ツ
は
今
や
、
人
間
社
会
に
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
営
み
と
し
て
、
私
た
ち
の
生
活
に
密
着
し
た
も
の
と
な
っ
て

い
ま
す
。
例
え
ば
人
気
の
野
球
と
サ
ッ
カ
ー
。
熱
心
な
フ
ァ
ン
を
集
め
る
相
撲
や
ゴ
ル
フ
。
さ
ら
に
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
や
ラ

グ
ビ
ー
の
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
開
催
も
相
次
ぎ
、
来
年
に
は
「
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
」
と
い
っ
た
メ
ガ

ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
が
控
え
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
“
す
る
”
か
ら
“
み
る
”
へ
、
ス
ポ
ー
ツ
の
多
様
化
が
進
む
な
か
、

本
学
に
は
ス
ポ
ー
ツ
を
文
化
と
し
て
、
ま
た
、
学
問
の
一
ジ
ャ
ン
ル
と
し
て
捉
え
、
学
べ
る
ゼ
ミ
が
あ
り
ま
す
。
今
回
は
、

そ
ん
な
瀧
元
先
生
の
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
Ⅱ
に
伺
い
ま
し
た
。

　ここ数年は、売り手市場や人手不足などで就職活

動する学生にとっては追い風の環境ですが、入社後

は向かい風になる場合が考えられます。勤務地や福

利厚生などの条件以上に、企業研究を深めた企業で

あれば、予測不可能な労働環境や経済状況において

も、自ら選択した進路に自信が持てるでしょう。

　保護者の皆さまがこれらの就職事情を理解する

だけでも、学生本人も安心して行動に移すことがで

きると考えます。最新の情報は、学内就職講座や個

人面接を通して学生に提供していきますので、学内

開催の就職イベントを十分に活用するようご案内

いただきますようお願いいたします。

ゼミナールⅡ

瀧元　誠樹  先生

ゼミの様子瀧元先生を囲んでゼミの様子

1
日
の
み
の
開
催
で
も
一
層
盛
り
上
が
り
を
見
せ
た

第
52
回
大
学
祭
・
文
連
祭
！

実
行
委
員
3
人
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

　

学
内
だ
け
で
な
く
、
地
域
を
活
性
化
す
る
イ
ベ
ン
ト
と
な
っ
た
札
幌
大
学
大
学
祭
・
文
連
祭
。

今
年
は
雷
雨
に
よ
り
初
日
の
6
月
22
日
（
土
）
が
中
止
と
な
り
、
翌
6
月
23
日
（
日
）
の
み
の
開

催
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
急
遽
変
更
。
そ
の
結
果
、
翌
23
日
（
日
）
は

待
ち
に
待
っ
た
多
く
の
来
場
者
が
詰
め
か
け
、
例
年
以
上
の
盛
り
上
が
り
を
見
せ
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
今
回
は
、
ア
ク
シ
デ
ン
ト
に
も
負
け
ず
奮
闘
し
た
実
行
委
員
3
名
を
迎
え
、
そ
の
舞
台

裏
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
お
聞
き
し
ま
し
た
。

委
員
長　

辻 

天
音
さ
ん　
　

副
委
員
長　

松
浦 

快
斗
さ
ん　
　

会
計　

金
澤 

裕
哉
さ
ん

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を

目
前
に
控
え
、
ス
ポ
ー
ツ
を 

文
化
的
、
社
会
的
側
面
か
ら
「
学
ぶ
」
ゼ
ミ
。

■ 就職決定状況（大学） （平成31年3月31日現在）

区分 卒業者　 就職希望者 就職内定者 就職決定率 進学者数 非就職者 不明者

地 域 共 創 学 群 566 478 459 96.0％ 13 93 1

■ 就職決定状況（女子短期大学部） （平成31年3月31日現在）

区分 卒業者 就職希望者 就職内定者 就職決定率 進学者数 非就職者 不明

キャリアデザイン 31 26 23 88.5％ 3 5 0
注1）：�就職希望者とは、a　就職が決定した者、b　就職を希望し、集計時（平成31年3月31日現在）においては受験準備等であるが、就職の意

志のある者をいう。
注2）：�就職決定率とは、就職内定者数を就職希望者数で割ったものをいう。
注3）：�進学者とは、大学院、大学、短大、専修学校、外国の学校等に入学した者をいう。
注4）：非就職者とは、帰国、アルバイト、家事手伝い等の者をいう。

■ 求人件数 
道内企業 道外企業 合計

大 　 学 　 943 1,479 2,422

女子短期大学部 　 576 　 696 1,272

合　　　計 1,519 2,175 3,694

■ 平成31年3月卒業生の主な就職先
■大学　ANA新千歳空港／北海道セキスイハイム／六花亭製菓／伊藤園／北海道コカ・コーラボトリング／ソフトバンク／マイナビ／北海道旅客鉄道／エア・ウォーター物流／
ANA関西空港／日本通運／サントリービバレッジサービス／北海道エア・ウォーター／渡辺パイプ／リコージャパン／スズケン／ほくやく／札幌丸井三越／マックスバリュ北
海道／ホクレン商事／東急百貨店／イオン北海道／青山商事／東光ストア／トヨタカローラ札幌／北海道日産自動車／いちたかガスワン／サンドラッグプラス／オルビス／ム
ラタ／サッポロドラッグストアー／ツルハ／北海道銀行／北洋銀行／日本生命保険　相互会社／常口アトム／北海道空港／アインホールディングス／マーキュリー／野口観光／
セルリアンタワー東急ホテル／アイヌ民族博物館／日本郵便／ホクレン／JALスカイ札幌／羽田エアポートエンタープライズ／北海道商工会連合会／国家公務員（法務局）／
地方公務員（道内市町村職員、北海道警察）／公立学校教員（中学校、高等学校、特別支援学校）　■短大　ヤシマ商会／アルビオン／日栄インテック／グロウステージ／ネ
クスト／ＫＤＤＩエボルバ／パル／きのとや／ニッセンレンエスコート／中道リース／サピエント／グランビスタホテル＆リゾート／はなまる／ルミエパリ／シンクアクト／
ダックスポーツ／さっぽろ青少年女性活動協会／日本衛生／セノン／東名／地方公務員（警視庁）

■ 業種別就職比率（平成31年度3月31日現在）

農林漁業／鉱業　0.4%

［大学］地域共創学群

運輸・郵便業　3.1%

金融・保険業　4.8%

製造業　5.0%

建設業　5.0%

情報通信業　5.4%

不動産業　5.9%

卸売業　10.2%

公務員・教員　11.8%

小売業　17.9%

サービス業　30.9%

［短大］

不動産業　4.3%金融・保険業　4.3%

公務員・教員　4.3%

製造業　8.7%

建設業　4.3%

小売業　13.1%

情報通信業　13.1%

サービス業　47.9%

瀧元ゼミ

木
元
聖
大
さ
ん
を
表
彰
!!

世
界
選
手
権
モ
ー
グ
ル
の
2
種
目
で
、

見
事
「
銀
」
メ
ダ
ル
!!

6
サ
ー
ク
ル
へ
補
助
金
を
交
付
！

文
化
連
合
会
所
属
サ
ー
ク
ル
を
支
援
す
る

補
助
金
交
付
式
を
挙
行
。

日
時
／
令
和
元
年
6
月
25
日
（
火
）　
　
会
場
／
7
4
0
7
特
別
演
習
室

左から金澤さん、辻さん、松浦さん

札幌大学後援会だより（3）第53号 2019年10月30日 札幌大学後援会だより 第53号（2）2019年10月30日
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札幌大学と保護者を結ぶホットライン

札幌大学後援会広報誌 Vol.53
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　〝暑さ寒さも彼岸まで〟と言われているとおり、季節は秋へと移り変わり、大雪山系旭岳からは冬の便り
が届きました。自然界は年々勢力を増し各地に大きな被害をもたらしています。
　千葉県の大規模な停電は、昨年の北海道が思い出されます。また、台風19号による豪雨で甚大な被害
が各地でありました。1日でも早く日常生活がとり戻せることを願っております。
　さて今回は令和時代になり、気になるニュースベスト5を考えてみました。
　1．消費税増税の対応　2．あおり運転　3．東京オリンピックの代表選手選考
　4．自然災害　5．教育費の無償化
　皆様はいかがでしょうか？
　後援会だより53号を発行するにあたり取材のご協力ありがとうございました。
　次号は2020年3月末日を予定しております。� （M.M）
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札幌大学後援会総会
保護者懇談会
保護者の声
後援会から

2面
ゼミ紹介-瀧元ゼミ
表彰
文化系サークル補助金交付式

3面
第52回大学祭・第44回文連祭
就職状況

4面
平成30年度事業活動及び
令和元年度事業計画

本
年
度
の
第
1
回
目
と
な
る
保
護
者
懇
談
会
を
6
月
1
日
（
土
）、

本
学
プ
レ
ア
ホ
ー
ル
を
会
場
に
開
催
し
、
1
0
8
組
（
1
5
2
人
）

の
保
護
者
の
方
々
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。
冒
頭
の
全
体
説
明

に
お
け
る
猪
狩
会
長
の
挨
拶
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

本
日
は
大
変
お
忙
し
い
な
か
保
護
者
懇
談
会
に
ご
出
席
い
た
だ
き
ま

し
て
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

ま
た
日
頃
よ
り
後
援
会
の
活
動
に
ご
理
解
・
ご
協
力
賜
り
厚
く
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
年
は
元
号
が
平
成
か
ら
令
和
に
変
わ
っ
て
初
め
て
の
保
護
者
懇
談

会
に
な
り
ま
す
。

　

先
ほ
ど
後
援
会
の
総
会
で
昨
年
度
の
決
算
報
告
及
び
今
年
度
の
事
業

計
画
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
こ
と
を
ご
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

札
幌
大
学
の
後
援
会
は
平
成
元
年
に
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
保
護

者
懇
談
会
は
平
成
18
年
度
に
保
護
者
の
皆
様
と
大
学
と
の
相
互
理
解
を

よ
り
一
層
深
め
る
た
め
に
設
立
さ
れ
後
援
会
の
大
き
な
柱
と
な
っ
て
い

ま
す
。
札
幌
会
場
を
皮
切
り
に
釧
路
・
帯
広
・
北
見
・
旭
川
・
苫
小
牧
・

函
館
・
青
森
で
行
っ
て
い
ま
す
。
大
学
が
現
在
行
っ
て
い
る
「
教
育
」

や
「
進
路
指
導
の
取
り
組
み
」
な
ど
教
職
員
の
方
々
が
直
接
皆
様
に
お

話
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
又
皆
様
方
か
ら
も
大
学
へ
の
ご
意
見
・
ご
要

望
を
お
聞
き
し
て
そ
れ
を
反
映
さ
せ
て
い
く
貴
重
な
機
会
と
捉
え
て
い

ま
す
。
何
卒
忌
憚
の
な
い
ご
意
見
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

ま
た
後
援
会
は
学
生
へ
の
「
支
援
事
業
」
と
し
て
「
札
幌
大
学
奨
学

金
制
度
」「
学
外
研
修
援
助
金
制
度
」「
資
格
取
得
等
援
助
金
制
度
」
へ

の
資
金
援
助
や
「
課
外
活
動
に
お
け
る
全
国
大
会
出
場
時
の
遠
征
費
補

助
」
や
「
大
学
祭
・
文
連
祭
へ
の
援
助
」
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ

れ
ら
の
活
動
は
年
2
回
「
後
援
会
だ
よ
り
」
を
発
行
し
て
皆
様
に
お
伝

え
し
て
い
ま
す
。

　

皆
様
ご
承
知
の
よ
う
に
大
学
を
取
り
巻
く
環
境
は
大
変
厳
し
い
も
の

が
あ
り
ま
す
。
大
学
も
改
善
・
改
革
の
ス
ピ
ー
ド
を
上
げ
て
い
ま
す
。

特
に
中
長
期
構
想・み
ら
い
フ
ロ
ン
テ
イ
ア・プ
ラ
ン
を
掲
げ
時
代
に
あ
っ

た
教
育
の
質
の
向
上
や
専
攻
の
見
直
し
等
を
行
い
、
社
会
に
お
役
立
ち

で
き
る
人
材
養
成
に
注
力
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
今
ま
で
の
経
験
を
活

か
し
た
札
幌
大
学
オ
リ
ジ
ナ
ル
教
育
な
ど
を
教
職
員
全
員
参
加
で
取
り

組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
重
ね
て
ご
支
援
・
ご
協
力
を
お
願

い
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

後
援
会
と
し
て
は
、
お
子
様
が
勉
学
や
課
外
活
動
等
を
通
じ
て
充
実

し
た
大
学
生
活
を
過
ご
し
立
派
に
社
会
に
巣
立
っ
て
い
き
ま
す
よ
う
に
、

ま
た
保
護
者
の
皆
様
も
お
子
様
を
札
幌
大
学
に
進
学
さ
せ
て
本
当
に
良

か
っ
た
と
ご
満
足
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
に
こ
れ
か
ら
も
大
学
と
一
緒
に

な
っ
て
一
所
懸
命
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

最
後
に
皆
様
の
ご
健
勝
・
ご
多
幸
を
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
挨
拶

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

本
日
は
ご
出
席
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

�

札
幌
大
学
後
援
会　

会
長　

猪
狩
哲
夫

後
援
会
か
ら

「
学
生
生
活
を
サ
ポ
ー
ト
す
る

数
々
の
支
援
事
業
を
継
続
展
開
！
」

　

平
成
元
年
に
発
足
し
た
後
援
会
で
す
が
、
時
代
は
移
り
変

わ
っ
て
令
和
と
な
り
、
新
元
号
の
も
と
、
初
の
総
会
開
催
に
至

り
ま
し
た
。
保
護
者
の
皆
さ
ま
の
関
心
も
高
ま
る
な
か
、
先
ず

平
成
30
年
度
の
活
動
報
告
が
な
さ
れ
、
続
い
て
決
算
報
告
お
よ

び
監
査
報
告
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
こ

れ
に
対
し
、
ご
出

席
の
保
護
者
の
皆

さ
ま
か
ら
満
場
一

致
で
ご
承
認
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

そ
の
後
さ
っ
そ

く
、
令
和
元
年
度

事
業
計
画
（
案
）

と
収
支
予
算
（
案
）

を
発
表
。
新
た
に

設
定
し
た
学
生
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
対
応

費
、
ベ
ネ
ッ
セ
i

キ
ャ
リ
ア
適
性
検

　

平
成
か
ら
令
和
へ
と
元
号
が
変
わ
っ
た
今
春
。
新
時
代

を
迎
え
た
後
援
会
は
、
今
年
も
6
月
1
日
（
土
）
の
「
後

援
会
総
会
」
の
開
催
を
期
に
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
大
学

と
後
援
会
の
共
催
に
よ
る
「
保
護
者
懇
談
会
」
も
同
日
に

開
催
さ
れ
、
お
子
様
の
学
生
生
活
や
修
学
状
況
に
つ
い
て
、

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
教
員
か
ら
保
護
者
の
皆
さ
ま
へ
詳
し
い
説

明
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
後
援
会
は
今
後
も
大
学
と
保
護
者

の
皆
さ
ま
を
結
び
、
学
生
を
力
強
く
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
く

所
存
で
あ
り
、
今
号
で
は
そ
の
第
一
報
を
お
届
け
し
ま
す
。

「
学
生
の
修
学
状
況
と
、
気
に
な
る
就

職
状
況
に
つ
い
て
、
詳
し
い
説
明
を

実
施
」日時

／
令
和
元
年
6
月
1
日
（
土
）
13
時
～

会
場
／
札
幌
大
学
プ
レ
ア
ホ
ー
ル（
2
3
0
1：
2
号
館
3
階
）

平
成
30
年
度
の
事
業
報
告
と

令
和
元
年
度
の
事
業
計
画
を
発
表
、

『
後
援
会
』も
新
時
代
を
迎
え
ま
し
た
。

日
時
／
令
和
元
年
6
月
1
日
（
土
）
11
時
～

会
場
／
札
幌
大
学
2
2
0
4
教
室

査
の
援
助
を
加
え
、
課
外
活

動
や
奨
学
金
、
研
修
会
お
よ

び
資
格
取
得
奨
励
援
助
金
な

ど
の
継
続
事
業
に
つ
い
て
ご

承
認
を
い
た
だ
き
、
後
援
会

も
新
た
な
ス
タ
ー
ト
を
切
り

ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
事
業
に

つ
い
て
、
来
年
度
の
総
会
で
、

そ
の
成
果
を
ご
報
告
し
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。
多
く
の

保
護
者
の
皆
さ
ま
の
ご
出
席

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

「
援
助
金
を
大
学
に
贈
呈
し
ま
し
た
」

　

総
会
に
続
い
て
ご
承
認
い
た
だ
い
た
令
和
元
年
度
事
業
計
画

に
も
と
づ
き
援
助
金
を
大
学
側
へ
贈
る
「
贈
呈
式
」
を
、
挙
行
。

猪
狩
哲
夫
後
援
会
会
長
か
ら
鈴
木
淳
一
学
長
へ
援
助
金
の
目
録

を
贈
呈
し
ま
し
た
。
目
録
を
受
け
取
っ
た
鈴
木
学
長
は
、
御
礼

の
挨
拶
で
「
学
生
の
修
学
、
生
活
、
就
職
を
支
援
す
る
た
め
、

有
意
義
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
」
と
述
べ
、
盛
大
な
拍

手
と
と
も
に
贈
呈
式
は
無
事
終
了
し
ま
し
た
。

平成30年度事業活動及び令和元年度事業計画
平成30年度事業活動 平成30年度札幌大学後援会決算書

令和元年度事業計画
　札幌大学後援会では、在学生を支援の主たる対象とし、各種支援事業を令和元年度も継続して
まいります。主な事業計画は次のとおりです。
　 ①後援会総会の開催（後援会活動活性化の観点から保護者懇談会との同日開催）、②札幌大学
との共催による保護者懇談会の開催（会議費、旅費交通費等の運営経費を補助）、③学生への
経済的支援、（1）課外活動への援助金（全国大会等へ参加する部員への遠征費補助、文化系サー
クルの活動費を補助）、（2）学生ボランティア対応費の補助（災害ボランティア活動等に必要な
経費を補助）、（3）学外研修への援助金（国内外の宿泊研修、臨地研修等への参加者への資金）、
（4）資格取得・受験対策への援助金（資格取得者への援助金）、（5）ベネッセアイキャリア適正
検査の援助（新規事業として補助）、（6）札幌大学奨学金制度への援助金（成績優秀者に対す
る奨学金資金の援助、経済的困窮度を重視した生活支援奨学金の援助）、（7）学生用図書費へ
の援助金（選書ツアー用図書費の資金）、（8）表彰　全国大会等に準ずる大会等で優秀な成績
を収めた者を規程に基づき表彰する、（9）その他の援助（卒業記念祝賀会に対する援助、大学
院生に対する援助、大学祭・文連祭に対する援助、入学及び卒業記念品に対する援助他）、
④地域貢献活動への援助金（めぇ～ずの活動資金を補助）、⑤広報活動（『後援会だより』の発行）

（1）会費納入状況
　①第1種会員：2,672人、加入率　96.3％
　　【大学：2,601人、加入率　96.3％　大学院：10人、加入率　83.3％　短大：61人、加入率　96.8％】
　②第2種会員：38人
　③第3種会員：なし

（2）補助事業
　①課外活動への補助　補助金交付団体及び補助金額は次の一覧のとおり。
（平成31年3月末現在） 単位：円

交付団体名 大会名 支出金額
空手道部 第62回全日本学生空手道選手権大会 12,000

弓道部
第66回全日本学生弓道選手権大会

234,000
第49回全日本学生弓道遠的選手権大会

剣道部
第66回全日本学生剣道優勝大会 120,000

第37回全日本女子学生剣道優勝大会 108,000

硬式庭球部
全日本学生テニス選手権大会（男子86回/女子62回） 45,000

平成30年度全日本学生室内テニス選手権大会 33,000

ゴルフ部 2018年度（第72回）日本学生ゴルフ選手権競技 15,000

サッカー部
第54回全国社会人サッカー選手権大会 162,000

平成30年度第67回全日本大学サッカー選手権大会 300,000

女子サッカー部
第27回全日本大学女子サッカー選手権大会 288,000

第19回大学女子サッカー地域対抗戦2019 90,000

柔道部

平成30年度全日本学生柔道優勝大会 114,000

平成30年度全日本ジュニア柔道体重別選手権大会 9,000

平成30年度全日本学生柔道体重別選手権大会 117,000

準硬式野球部
第70回全日本大学準硬式野球選手権大会 342,000

第36回全日本大学9ブロック対抗準硬式野球大会 60,000

女子バドミントン部 第69回全日本学生バドミントン選手権大会 150,000

男女バドミントン部 第6回全日本学生バドミントンミックスダブルス選手権大会 36,000

スケート部 第91回日本学生氷上競技選手権大会 192,000

卓球部

第88回全日本大学総合卓球選手権大会・団体の部 144,000

第85回全日本学生大学総合卓球選手権大会（個人の部） 81,000

平成30年度全日本卓球選手権大会（一般・ジュニアの部） 9,000

チアリーディング部 第30回全日本学生チアリーディング選手権大会 27,000

男子バレーボール部
第37回東日本バレーボール大学選手権大会 228,000

第71回秩父宮賜杯全日本バレーボール大学男子選手権大会
ミキプルーンスーパーカレッジバレー2018 189,000

ハンドボール部

平成30年度東日本学生ハンドボール選手権大会 288,000

平成30年度全日本学生ハンドボール選手権大会 171,000

北海道学生選抜チーム第7回欧州遠征 216,000

ラグビー部 第69回全国地区対抗大学ラグビーフットボール大会 270,000

陸上競技部

第40回北日本学生陸上競技対校選手権大会 360,000

第87回日本学生陸上競技対校選手権大会 90,000

第34回U20日本陸上競技選手権大会 24,000

X-SPORTS部

Psa�asia�Pro�Tour�TBinc�CUP　プロ戦・プロアマ戦 9,000

FISテレマークスキーワールドカップ・世界ジュニア選手権 33,000

第25回全日本スキー選手権大会スノーボード競技：ハーフパイプin郡上
Freestyle�Session�in�X-Jam
全日本スノーボード選手権　ハーフパイプ
高鷲スーパーパイプセッション

18,000

Freestyle�Session�in�X-Jam
第37回JSBA全日本スノーボード選手権
Washigatake�Sloprstyle�Session

39,000

FIS公認JSBA全日本選手権大会・FISジュネス栗駒CUP/PSA�ASIA石井防水CUP 12,000

震災ボランティア
平成30年度震災ボランティア 75,000

厚真町震災ボランティア 51,000

稲邉　雄大
第52回宮様チャリティーボウリング大会 12,000

第57回全日本ボウリング選手権大会 15,000

21団体 小　計　　　4,788,000

交付団体名 文化系サークルの主な活動内容 支出金額
アニメーション部 アニメーション作成 50,000

アビーロード音楽研究部 合同ライブ 50,000

アマチュア無線部 道内のアマチュア無線家との交流 50,000

ジャズ研究会 合宿と定期演奏会 50,000

映画研究会 自主制作映画の撮影 50,000

自然保護研究会 意見交換会の記録 50,000

写真部 卒業記念写真展 50,000

文芸部 ポストカードを作成 50,000

料理同好会 地域のお祭りに参加 50,000

9団体 小　計　　　450,000

課外活動への補助金合計　5,238,000円

　②札幌大学奨学金他への援助�...............................................................................10,000,000円
　③札幌大学学外研修援助金�....................................................................................2,000,000円
　④札幌大学資格取得等奨励援助金�...........................................................................1,000,000円
　⑤入学記念品及び卒業記念品援助金�...........................................................................500,000円
　⑥札幌大学大学祭・文連祭への補助金�........................................................................200,000円
　⑦学生用図書費の援助�..........................................................................................1,000,000円
　⑧学生表彰�......................................................................................................................0円
　⑨卒業記念祝賀会への補助金�.................................................................................1,000,000円
　⑩大学院生への援助�..................................................................................................50,000円
　⑪札幌大学保護者懇談会に係る旅費への補助金�.............................................................623,100円
　⑫札幌大学地域スポーツ・文化総合型クラブへの補助金�.................................................100,000円
 補助費支出合計　21,711,100円

（3）【保護者懇談会について】平成30年度　保護者懇談会実施
開催地 会　場 開　催　日
札　幌 ①札幌大学  　　　6月� 2日（土）

北　見 ③ホテルロイヤル北見  　　　9月� 1日（土）

旭　川 ④アートホテル旭川  　　　9月� 2日（日）

釧　路 ⑤ホテルクラウンヒルズ釧路 【中止】9月� 8日（土）

帯　広 ⑥ホテルグランテラス帯広 【中止】9月� 9日（日）

札　幌 ②札幌大学 【中止】9月15日（土）

青　森 ⑦ホテルJALシティ青森 【中止】9月23日（日）

函　館 ⑧ホテル法華クラブ函館 【中止】9月24日（月）

苫小牧 ⑨グランドホテルニュー王子 【中止】9月30日（日）
9月8日（土）から9月30日（日）の地方会場の実施については、胆振東部地震の発生に
より、中止となりました。

（4）【広報活動について】 「後援会だより」を10月30日、3月31日付けの年2回発行

（5）札幌大学後援会総会 日時：平成30年6月2日（土）　場所：札幌大学　2204教室

（6）札幌大学後援会役員会 〈第1回〉日時：平成30年5月22日（火）　場所：札幌大学　第1会議室
 〈第2回〉日時：平成30年6月 2日（土）　場所：札幌大学　第1会議室

平成30年度収支計算書（自平成30年4月1日　至平成31年3月31日） 単位：円
科　　目 予　　算 決 算 額 増 ・ 減

収入の部
前年度繰越金 60,035,395 60,035,395 0
第一種会員会費 27,750,000 26,730,000 △1,020,000
第二種会員会費 135,000 117,000 △18,000
第三種会員会費 0 0 0
利息 1,000 672 △328
基金取崩収入 0 0 0
雑収入 0 50,000 50,000

合　　計 87,921,395 86,933,067 △988,328
支出の部
基金充当金 0 0 0
補助費 22,620,000 21,711,100 △908,900
消耗品費 70,000 19,008 △50,992
旅費交通費 450,000 226,510 △223,490
印刷費 1,100,000 987,768 △112,232
通信費 900,000 788,390 △111,610
支払手数料 30,000 6,966 △23,034
会議渉外費 1,820,000 662,559 △1,157,441
予備費 200,000 0 △200,000
預り金支出 0 13,000 13,000

小　　計 27,190,000 24,415,301 △2,774,699
当年度収支差額（次年度繰越金） 60,731,395 62,517,766

合　　計 87,921,395 86,933,067 △988,328

平成30年度資産（現預金）・基金内訳表（平成31年3月31日現在） 単位：円
勘定科目 前年度繰越金 3月末 増　　減

《資産の部》
現金（事務局保管） 20,709 29,798 9,089
普通預金（北海道銀行西岡） 43,689,938 46,103,513 2,413,575
普通預金（北洋銀行豊平） 16,324,748 16,384,455 59,707
基金（北海道銀行西岡） 21,000,000 21,000,000 0
基金（北洋銀行澄川） 0 0 0

資産合計 81,035,395 83,517,766 2,482,371
《基金の部》
基金（北海道銀行西岡） 21,000,000 21,000,000 0
基金（北洋銀行澄川） 0 0 0

収支差額（次年度繰越金） 60,035,395 62,517,766 2,482,371
基金合計 81,035,395 83,517,766 2,482,371

令和元年度収支予算
収入の部 単位：円

科　　目 平成30年度決算 令和元年度予算額 増減額（決算額比） 摘　　要
前年度繰越金 60,035,395 62,517,766 2,482,371
第1種会員会費 26,730,000 27,970,000 1,240,000 10,000円×2,797人＝27,970,000
第2種会員会費 117,000 120,000 3,000 3,000円×40口
第3種会員会費 0 0 0
受取利息 672 1,000 328
基金取崩収入 0 0 0
基金取崩収入 0 0 0
雑収入 50,000 0 △50,000

合　　計 86,933,067 90,608,766 3,675,699

支出の部 単位：円
科　　目 平成30年度決算 令和元年度予算額 増減額（決算額比） 摘　　要

基金充当金 0 0 0

補助費 21,711,100 22,500,000 788,900

札幌大学奨学金援助金
課外活動補助金・卒業記念祝賀会援助金・大学院生への援助金・
大学祭・文連祭に対する援助金・入学記念品及び卒業記念品援助金
学外研修援助金・資格取得等奨励援助金
学生用図書費の援助
表彰
保護者懇談会（大学分旅費）
地域貢献費（札幌大学地域スポーツ・文化総合型クラブ）
ベネッセキャリア適正検査援助
学生ボランティア対応費

消耗品費 19,008 60,000 40,992
事務用消耗品
コピー用紙

旅費交通費 226,510 450,000 223,490 役員会、保護者懇談会（地方）

印刷費 987,768 1,100,000 112,232

封筒作成
会報作成（後援会だより）
印字
その他印刷

通信費 788,390 900,000 111,610
後援会だより発送作業・発送費2回分、会費納入案内
役員会、総会案内・保護者懇談会等の案内他

支払手数料 6,966 20,000 13,034 会費納入振込手数料・業者への振込手数料

会議渉外費 662,559 1,820,000 1,157,441
役員会会議費、総会・札幌会場保護者懇談会参加者昼食費、地方会場費
祝儀等

予備費 0 200,000 200,000
預り金支出 13,000 0 △13,000

小　　計 24,415,301 27,050,000 2,634,699
次年度繰越金 62,517,766 63,558,766

合　　計 86,933,067 90,608,766

保護者懇談会では就職
をはじめ、さまざまな
ご質問やご相談にも 
お応えしております。
地方の方は参加し易い
主要都市での開催に 
是非ともご参加下さい。

【
令
和
元
年
度
　
札
幌
大
学
後
援
会
総
会
と
保
護
者
懇
談
会
を
開
催
！
】

新
時
代
を
迎
え
、
後
援
会
も

新
た
な
ス
タ
ー
ト
を
切
り
ま
し
た
！

参加された保護者の声

■全体説明の内容について
◦�学生の就職活動の話が参考になりました。
◦�聞きたい、気になっていた事が資料に書かれて
いたので理解できました。プラス説明もあった
ので大変理解が進みました。

◦�4年生の学生のお話が大変興味深かったです。
実体験の説明だったので3年後の姿を知る事が
でき、有意義でした。

■個別懇談での説明・対応について
◦�むすめの成績がわかりよかったです。
◦�とてもとても良かったです。わかりやすく説
明して頂き感謝！！

◦�不明な点など親身に回答して頂きました。出
席して本当に良かったです。

◦大学内での様子がわかるので助かります。

い
て
ご
理
解
い
た
だ
く
こ
と
で
、
学
生
、
大
学
、
保
護
者
が
一
丸

と
な
っ
て
未
来
を
切
り
開
い
て
い
く
こ
と
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

続
い
て
、「
札
幌
大
学
ト
ピ
ッ
ク
ス
」。
こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
札

大
の
近
況
を
学
生
た
ち
が
報
告
す
る
と
い
う
も
の
で
、
今
回
は

「
私
の
学
生
生
活
」
と
題
し
て
、
地
域
創
生
専
攻
4
年
生
の
大

川
純
佳
さ
ん
か
ら
レ
ポ
ー
ト
が
あ
り
ま
し
た
。
札
幌
大
学
ユ
ニ

セ
フ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
札
大
U
─
N
E
T
）
に
所
属
し
、
世
界

中
の
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
街
頭
募
金
活
動
を
行
っ
た
こ
と
、

さ
ら
に
「
札
幌
大
学
の
魅
力
を
高
校
生
に
伝
え
る
」
こ
と
を
目

的
に
組
織
さ
れ
た
S
U
─
k
i
p
ス
タ
ッ
フ
の
一
員
と
な
り
、

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
に
参
加
し
た
高
校
生
を
お
も
て
な
し
し

た
活
動
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
こ
う
し
た
経
験
を
経
て
大
川
さ

ん
は
、
募
金
し
て
い
た
だ
い
た
方
々
、
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
に

参
加
し
た
高
校
生
か
ら
、「
あ
り
が
と
う
」
の
言
葉
を
い
た
だ
き
、

大
変
感
激
し
た
と
述
べ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
普
段
の
学
生
生
活

で
は
経
験
で
き
な
い
、
企
業
・
団
体
、
地
域
住
民
の
皆
さ
ま
と

交
流
す
る
機
会
を
得
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
養
う

こ
と
が
で
き
た
と
、
そ
の
成
果
を
発
表
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
大
学
進
学
を
検
討
し
て
い
る
お
子
さ
ま
を
持
つ
保

護
者
の
方
々
と
の
面
談
や
、
本

学
で
学
ん
で
い
る
学
生
の
保
護

者
の
方
々
と
の
個
別
面
談
の
場

を
設
け
、
熱
心
な
話
し
合
い
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

総
会
お
よ
び
保
護
者
懇
談
会

は
盛
況
の
う
ち
に
無
事
閉
会
。

次
年
度
も
一
人
で
も
多
く
の
保

護
者
の
皆
さ
ま
に
ご
出
席
い
た

だ
け
ま
す
よ
う
後
援
会
で
は
早

く
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

後
援
会
総
会
と
同
日
、
札
幌
大
学
プ
レ
ア
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、

保
護
者
懇
談
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
鈴
木
学
長
、
猪
狩
会
長

の
挨
拶
に
続
き
、
瀧
元
副
学
長
か
ら
「
大
学
の
新
た
な
教
育
方

針
と
学
生
生
活
に
つ
い
て
」
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
引
き
続
き
、

「
就
職
状
況
」
に
関
す
る
ご
報
告
。
こ
れ
は
、
保
護
者
の
皆
さ

ま
が
も
っ
と
も
関
心
を
寄
せ
る
分
野
だ
け
に
、
詳
し
い
説
明
と

対
応
策
が
話
し
合
わ
れ
ま
し
た
。
小
山
副
学
長
よ
り
、
来
年
度

以
降
の
傾
向
と
対
策
が
発
表
さ
れ
、
お
子
様
が
キ
ャ
リ
ア
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
を
有
効
利
用
す
る
よ
う
促
し
て
い
た
だ
き
た

い
こ
と
や
、
保
護
者
の
皆
さ
ま
に
こ
れ
か
ら
の
就
職
事
情
に
つ

編
集
後
記

猪狩会長（右）から鈴木学長（左）に援助金目録を贈呈

後援会総会の様子

保護者懇談会の様子
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